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は じ め に

川村清雄 (1852-1934)は,明治前期の洋画の開拓者の1人であり,欧米で直接西洋画法を

学んだ最初期の留学生でもある｡ 明治4年という早い時期にアメリカに渡り,その後フランス,

イタリアで本格的油彩画を学び,帰国後は洋画壇において重要な指導者の役割を果たした｡そ

の画業については, ここ20年ほどの間に,清雄のご子息である故川村清衡氏を中心とする川

村清雄研究会において,資料調査,作品研究などの着実な研究が進められ, 1994年には静岡

県立美術館において,はじめての大規模な回顧展が開催されて,豊富な図版と資料をまとめた

カタログがつくられると同時に1),先の川村清雄研究会の編纂になる,研究諸論文と関係史料

を収めた 『川村清雄研究』が出版された2)｡平成に入り,青木コレクション,山岡コレクショ
ン,鹿瀬コレクション等の個人コレクションが一般公開されたが3),その中にも清雄の優れた

作品が多く見出され,さらに,イタリア留学時期に清雄が行った日本語教育について,現地資

料の調査にもとづき跡付けた研究もあらわれた4)｡しかしながら,先の 『川村清雄研究』の

｢序｣に ｢今回は,その前半期にあたる,明治末年までを対象とした｣とあるように,昭和前

期にまでいたるその長い後半生の画業については,まだ作品研究も資料調査も途上にあるのが

現状といえる｡

本稿では,清雄晩年の代表作である 〈建国》について,資料により制作と来歴の経緯を明ら

かにすることで画家の後半期の画業の一部に光を当てるとともに,祖国から公式にフランスに

渡り,日本近代洋画の中でも特別な位置を占めることになったこの作品がなぜ東西芸術を見事
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に融合していると考えられたのか,また,〈建国》の制作は清雄の画業と同時代の美術にとっ

てどのような意味を持っていたのか,考察したい｡

1.川村清雄について

川村清雄は,1852(嘉永5)年,江戸麹町二番町法眼坂上の祖父川村対馬守活兵衛修就 (な

がたか)の屋敷に,父帰元 (御徒頭),母たまの長男として生まれた｡祖父は初代新潟奉行,堺

奉行,大坂町奉行,長崎奉行等を歴任した有能な人物であった｡勝海舟は 『氷川清話』の中で,

幕臣にいた数少ない優秀な人材の一人として川村対馬守の名を挙げている｡｢三河武士の美風

を受けた正直なよい侍｣5) であったこの祖父から,おそらく清雄はその芯の強い性格を受け継

いだのであろう｡ 清雄の回想である ｢洋画上の閲歴 河村清雄君談話｣によれば,オランダ船

やロシア船の乗船など外交問題が多発していた当時,｢誰か強情な者を遣らなくちや成らない

といふ事で｣,祖父が長崎奉行に選ばれたという ｡ 長崎奉行はそのころ人々に ｢九州鎮台｣と

まで呼ばれた重職であった｡この長崎とのつながりによって,清雄の身近には幼い頃からバ

ターやコーヒーやフランネルなどがあり,｢是れが必責私の油絵を措いたり西洋へ往ツたりす

る原因で御座いませう｣ と,後年清雄はその頃のことを思い出して語っている6)｡修就はまた,

絵画に関する造詣が深く画工的才能もあったため,天保 12年 10月に水野越前守より日光御霊

屋御修復奉行を命じられ,さらには各地の遠国奉行を歴任する中で,その土地の優秀な画家た

ちに多くの傑作を描かせたという7)｡この祖父のすぐれた審美眼と芸術的才能が,清雄にい

たって創造的に開花したといえよう｡

清雄の生まれ育った19世紀半ばから末にかけての日本は,黒船来航,開国,幕末の動乱に

加えて安政大地震やコレラの流行などの天災も相次ぎ,2世紀半あまりも続いた徳川の治世は

崩れ落ちようとしていた｡川村家はもともとは御庭番の家筋にあたり, 明治25年に行われた

清雄の父へのインタビューによれば,その仕事は,将軍の屋敷に泊まりこんで戸締り,宿直,

身辺警護を勤めるほか,植木屋や大工,人足などの職人の出入りの取締りや日光参詣のお供,

奥で能楽が行われるときは楽屋に出て能役者の監督,具足の新調や御筆物の表具,出火時の火

消しの指揮から若君の五月職を立てることまで,将軍の日常生活に関する総監督といった役目

であったようだ8)｡本務のはかに内密御用の務めがあり,政治にかかわる重要な風聞を集めて

役人の不正摘発や重要政策の事前調査に当たる｡ 実際にはこちらのほうがはるかに重要な任務

で,御庭番は将軍直属の情報収集 ･監察機関として公然たる存在であった｡母たまの父である

荒井甚之丞も,将軍の機密文書を扱う奥右筆という要職についていた｡

このように将軍家との縁が深かった幕臣の一家に生まれた清雄にとって,御一新後の前途は

明らかにたやすいものではなかった｡後年洋画家として優れた作品をのこし,また多くの弟子
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を育て上げたにもかかわらず,清雄が在野の画家にとどまりつづけたのも,この生い立ちが原

因であったといえる｡というのも,日本において洋画教育が国家の制度に組み入れられ,明治

29年にその中心機関として東京美術学校に西洋画科が設置されたとき,その中核となった主

要な教授陣は鹿児島出身の黒田清輝や藤島武二,佐賀出身の久米桂一郎や岡田三郎助らであり,

清雄や佐倉の浅井忠,長岡の小山正太郎など旧幕臣の子孫たちは,洋画の官学派の仲間には入

れてもらえなかったのである9)｡美術の世界においても, このように現実の政治勢力ははっき

りと反映されていたが,しかしこのことはいっぽうで,後年旧幕臣たちの間に熱心な川村の

ファンを多くつくることにもなった10)｡

清雄自身の回想と先行研究に従って経歴とその作品の概略を述べると,7歳で江戸の住吉派

の絵師に学び, 9歳のとき大坂町奉行に就任する祖父に伴って大阪に赴き南画家田野村直入に

師事し, その後江戸に戻り田安家の絵師春木南浜に入門し教えを受けているが, 同時に11歳

頃より英学修学のために開成所に通い,開成所画学局で川上冬崖や高橋由一に西洋画法も学ん

でいる｡ 幼い頃の環境,そして絵の習得においても,清雄の中には日本と西洋それぞれの伝統

がしっかりと生きていた｡16歳になった清雄は徳川亀之助 (家達)の奥語としてつかえること

になる｡ 田安家から宗家に入った当時7歳の亀之助は,清雄によれば天性真におとなしく,他

人ばかりの中にいても泣くようなことはなかったという11)｡こうして亀之助について東京と静

岡を往復する日々が3年はど続くうち,同じ小姓仲間との間に何とか洋行したいとの話が持ち

上がり,たまたまその仲間に大久保-翁の息子三郎がいたこともあって,大久保や勝海舟の斡

旋により,小姓仲間4人とともに徳川家留学生として米国留学の許可が大学 (当時の文部省)

より下りたのが, 1871年2月のことであった｡ 3月に横浜より米国に船で渡り, ニューヨー

ク,ブルックリン郊外で学んだのち,翌年にはミシガン州アンアーバーの学校に入る｡ もとも

とは政治と法律を学ぶための留学であったが,絵画への思いは断ち切れず,留学先の女性教師

も清雄の油絵を見て大いに感心したという｡ すでに留学前に大久保-翁より,お前は絵が好き

だから絵だけやってきてよい,｢美術は必ず盛んになる,迷わず画家になれ｣12),といわれては

いたが,清雄は徳川家の給費で留学している身分であり,他の勉強をすてて絵の道に進む決心

がつきかねていた｡ところがちょうどその頃,のちの東京帝大総長で一連の欧化運動や美術批

評活動でも知られる外山正一が, たまたま同じアンアーバーに留学中であり,｢絵なんぞは購

い業ではあるし本国に対して悪かろう｣とためらう清雄に,｢決してそうではない｣｢美術者に
権力がある｣と説いて聞かせ,ようやく清雄は絵に専念する決意を固めたという｡ すでに西洋

のさまざまな思想を学んでいた外山は,画家というものは職人としての絵師とは異なり,国家

のために利することもできる社会的に重要な存在であることを,強調したかったのであろう13)｡

その後,清雄は外山の紹介でワシントンに赴き,チャールズ･ランマン(CharlesLanman1819-

1895)という画家のもとに寄宿した｡ランマンはアメリカ各地の写実的な風景画をよくし,
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また著述家,旅行家としても知られていたが,アメリカにおける日本紹介にも重要な役割を果

たした人物で,ワシントンの日本公使館に1871年から11年間にわって勤務しているが,清雄

の渡米したちょうどその年に 『アメリカにおける日本人』という本を編纂 ･刊行している｡ ラ

ンマン家は同じ頃アメリカに留学していた津田梅子の寄宿先でもあり,清雄は梅子の病気の看

病をしたこともあった14)｡清雄はそのうち外山より ｢イタリアへ行け｣と勧められるが,美術

の本場を目指して翌 1873年の春にはパリに移り,オラース･ド･カリアス (HoracedeCallias

1847-1921)に師事する｡ このときのフランス公使が鮫島尚信であった｡清雄は鮫島に大変親

切にしてもらい,未熟ながら若き芸術家ということであちこちよいところへ連れて行ってもら

うことができ,ふつう簡単には入れてもらえないド･カリアスのアトリエにも ｢鮫島さんの世

話で全く-転がツて｣いたという15)｡カバネルの弟子であったド･カリアスは,現在ではほと

んど忘れられているが,当時サロンに継続して出品していた典型的なサロン画家であったらし

い｡川村家には,ド･カリアスが清雄に贈呈した1875年のサロン出品作 《ビザンティンの女殉

教者》の写真が残されており,余白にはカリアス自身の筆跡で "Amoneleveetami/Kiyo

Kawamoura/HoracedeCallias(私の生徒にして友人であるキヨ･カワムラに｡オラース･ド･カ

リアス)"と献辞が書かれている｡1873年,日本政府は海外留学生に一斉帰国命令を出したが,

清雄は私費残留を願い出た｡ 1876年4月には,生活費のより廉価なイタリアに移り, ヴェネ

ツィア美術学校に入学する｡この年の秋より紙幣寮雇いとして俸給を受ける｡1878年にはパ

リを訪れ万博を見学, 11月にはヴェネツィアを訪れた徳川家達一行を案内した｡ 1881年には

再三の留学延期願いが却下され,同年末に帰国する｡ 帰国後印刷局彫刻技手となるが1年に満

たずして辞職｡ ここで清雄を救ったのは,勝海舟であった｡ 1883年 1月に勝海舟を通じて徳

川家代々の肖像画を依頼された清雄は,有職故実家から束帯の装束を借りそれを故実家の息子

に着せて写真に撮り, また日本古来の色を研究するなど,熱心に準備し,翌年には 〈昭得院

(徳川家茂)肖像》と 《天樽院肖像》が完成した｡他に 《温恭院 (徳川家定)像》,《徳川慶喜像診,

《有徳院 (徳川吉宗)像》などが現在残されている｡いずれも金地背景に束帯姿の着座人物をは

ば正面から措いた空間構成は平面性が強調されているが,人物の顔貌は陰影を施し写実的に措

かれている｡ その後おもに勝海舟を通じて仕事の依頼があり,一時は勝海舟邸に住み込んでい

たこともあった｡清雄による勝海舟の像としては,江戸城を背景に刀を手に毅然として立っ姿

を描いた油彩画 《勝海舟江戸城開城図》(江戸東京博物館)や,おそらく写真をもとに描かれた

楕円形の鉛筆による肖像 (講談社所蔵)が残されている｡このように清雄にとっては第一の恩

人であった勝海舟は1899年に没するが, その死を悼み,伝統的な西洋アカデミズムの理念に

もとづいて仕上げられたのが代表作 《かたみの直垂》 (東京国立博物館)である｡ 明治 20年代

には肖像画の仕事のほかに明治美術会に出品したり,海軍省の海戦図の制作にかかわったり,

『新小説』や 『新婦人』の表紙絵を担当したりもしたが,前述のように東京美術学校を中心と
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する当時の国家主導の美術政策の中に川村の出番はなく,その後1902年には弟子たちととも

に ｢巴会｣を結成したものの,1934年5月に82歳で没するまで,あくまで自己の画風を崩さ

ない独立独歩の道を歩み続けた｡清雄の作品は多くは残されていないが,肖像画の代表作とし

ては,徳川家肖像や勝海舟のもの以外に東京帝大の物理学教授であった 《山川健次郎像》 (秦

京大学理学部),〈福揮諭吉像》(慶応義塾大学),《大久保-翁像》など,そのはかの作品として,

イタリアや日本の風景画,海舟に当時百円という高額で買い上げてもらった 〈雲竜図》や歴史

主題の犀風,そして金や黒など一色で塗りつぶした背景に花鳥に器や絵馬,歌留多などを配す

る清雄独特の洗練された一連の静物 ･花鳥画等がある｡清雄の作品のコレクターの1人でも

あった徳富蘇峰は清雄について,｢非凡の天才｣と呼び,｢翁は洋画界に於ける撃屋だ｡先生も

なく,門人もなく,全く一国一人だ｡･･･翁の画は要するに江戸児の画だ｡通であり,粋であり,

意気である｡ -田舎臭さ気味は,微塵だも無い｣と高く評価していた16)｡

2.《建国》制作と受贈の経緯

現在パリのギメ美術館に所蔵されている 《建国〉[図 1]は,聖徳記念絵画館の 《振天府》

と並んで,清雄最晩年にあたる昭和初期の代表作である｡絹地に油彩を用いて措かれたもので,

金と白を背景に鶏と古代のさまざまな装飾品

を配した緊密にして華やかな意匠と構図は,

一見して観る者を魅了する17)｡

清雄がこの 〈建国》制作に至った経緯につ

いては,晩年の清雄と直接交流のあった原長

順氏の回想,および 『報知新聞』の2つの記

事が伝えてくれる｡原氏によれば,昭和2年

5月に上野で清雄の画業回顧展が開催された

折,たまたま来日していたフランス学士院会

員のシルヴァン･レヴィ教授が清雄の作品の

〈ヴェニス風景》 を見て驚嘆し, パリの美術

館に収蔵したいと申し出たが,清雄は,どう

せ外国に行くのなら外国にない純日本的なも

のを見せたい,との考えで,題材を日本の神

話に求めた｡ それが 〈建国》 である, とい

う18)｡これを裏付ける 『報知新聞』記事は,

ひとっは昭和2年 7月10日のものであり,
図 1 川村清雄
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同年 5月の個展においてシルヴァン･レグィが清雄の作品に深く感激し,これを当時の現代美

術館であったリュクサンブール美術館に推薦したこと,清雄はこれを快諾したことが記されて

いる19)｡ もう一つの記事は昭和4年 3月29日のもので,パリのリュクサンブール美術館に飾

られるべき 《建国》が完成し,フランス大使館に運ばれて駐日フランス大使は大いに喜んだ,

とある20)｡

《建国》が生まれるきっかけをつくったコレージュ･ド･フランス教授シルヴァン･レヴィ

(sylvainLevi,186311935)は東洋学者で,特に仏教学とサンスクリット学を専門としていた｡

1897年と1922年に来日し, 2度目の来日時には東京帝国大学で特別講義も行っている｡1925

年にはフランス･アジア協会副会長となり,清雄の絵画と出会ったのは,3度目の来日のとき

であった｡ ポール ･クローデルが駐日大使であった当時, レグィは1925年末に開館したばか

りの日仏会館の初代館長の任についており,高楠順次郎21)とともに仏教辞典 『法宝義林』編纂

にも携わったのち, 1928年5月に帰国している｡ 日仏双方の文化に深く通暁し, 日本とフラ

ンスの共同研究に強い熱意を示していたレヴィは,機関誌 『日悌会館学報』や 『日価文化』に

おいて,東洋学をはじめ文学,芸術,科学など東西文化に関する思想 ･研究を幅広く紹介した｡

長期にわたるアジア諸国滞在の経験から,東洋の芸術を深く理解していた学者であり22),清雄

の絵画を高く評価して,のちに見るように 《建国〉のフランスへの寄贈の際には清雄の業績と

人物に触れた誠意ある演説を行なっている｡レヴィが当初 リュクサンブール美術館のために所

望したのは清雄の 〈ヴェニス風景》であったが23),清雄は新たに作品を措いて ｢10月までに

措き上げ｣,寄贈する意向を示した｡ しかし,入念な準備を行い隅々まで完蟹に仕上げるため

遅筆で有名であった清雄が 《建国》を完成したのは24),それから1年半あまりたった昭和4年

3月末のことであった｡昭和3年4月には,レグィと清雄の仲立ちをした友人の木村駿吉に宛

てて,｢来月早々落手｣ との詫び状を書き送っているが25),実際には完成までにそれからさら

に1年近くを要したことになる｡

さて,完成した 《建国》は,フランス大使が帰国の際に持参して帰ると言ったほどの出来栄

えであった｡会心の思いであったに違いない清雄は,裏側に誇らしげに ｢日本 川村清雄 七

十八歳 昭和四年四月六日｣と自筆で書き入れている｡ ここから 《建国》はフランス側の手に

ゆだねられることになるが, リュクサンブール美術館への受贈決定と絵画引渡しの儀式に関し

ては,フランスに帰っていたシルヴァン･レヴィが尽力したことが,残された外交資料といく

つかの書簡からわかる｡1929年 4月か5月頃,レグィはリュクサンブール美術館学芸員の

マッソン氏と会見し,マッソン氏が写真で見た清雄の作品に感銘を受け,《建国》受贈の見通

しが立ったことを,この件で清雄とフランス側との間に立って奔走した岸清一宛ての手紙に記

している26)｡在仏臨時代理大使より岸清一に送られた同年8月 12目付の半公信によれば,《建

国》 は, 7月 18日に国立博物館保管人諮問委員会 (comiteConsultatifdeConservateursdu

- 6-
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MuseesNationaux)において満場一致で受納が可決され,マルセイユ経由でパリに送られるこ

とになったという27)｡レグィも8月21日には受贈決定の通知を,やはり岸清一に宛てて送っ

ている28)｡岸はこれを受けて9月に,清雄に宛てて,〈建国》は全会一致でリュクサンブール

美術館に受け入れの運びになったことを,レグィの書簡の写しとともに伝えた29)｡

《建国》 のフランス政府への引渡しの儀式は,在仏臨時代理大使河合博之から外務大臣幣原

喜重郎に宛てて送られた公信によれば30),同年 12月30日にルーヴル美術館の一室において,

文部大臣代理,美術局長,シルヴァン･レグィ,在仏日本大使安達峰一郎31)ら日仏双方関係者

約50名の列席のもとに,無事取り行なわれた｡老齢の清雄は出席しなかったが, レヴィは清

雄の経歴と人物を紹介し,またその作品の特質に触れた演説を行って,画家への敬意を表した

(附録資料 [1])｡翌日から翌々日にかけての各種新聞に,一部は写真入りで,これを伝える記

事が掲載されたが,それによると短時間の式の後に安達日本大使夫妻の主催により晩餐会が催

され,国立美術館総理事,サロン･ド-トンヌ会長,官展派の大家である画家ベナ-ル,そし

て岸清一などの人々も出席し,盛会であったという (附録資料 [2])[図2]｡岸清一は,この

受贈式および晩餐会の様子を知らせる手紙と各種新聞記事およびその御訳を,2月5日に清雄

に宛てて送り32),またその数日後には,吉田

外務事務官に宛ててレグィの演説原稿とその

翻訳を受け取った旨を,今回の件に関する外

交当局への感謝の念とともに伝え33),2月

18日には演説原稿の和訳を清雄に宛てて送

付している34)｡

また,先の2月5日付書簡の末尾に,岸は

｢レグィ教授への御贈呈の貴画-未た出来上

さす候哉,心懸に候｣と記 しているが [図

3],清雄は 《建国》とは別に, レグィ個人

に対する感謝のしるLとして,作品1点を贈

呈する約束をしたものと思われる｡1931年

7月6目付の,レグィより岸清一に宛てた礼

状が残されているので,出来上がりは,その

後 1年4ヶ月あまりを過ぎてからの翌年6月

頃であったようだ35)｡木村駿吉は,岸清一よ

り送られたこの礼状の写しに翻訳を添えて,

7月29日に清雄に送付している36)｡在仏大

使安達峰一郎も,清雄に宛てた8月28日の

図2 右 :『コ
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図3 清雄宛岸清一書簡

昭和5 (1930)年 2月5日 江戸東京博物館所蔵書簡で, レグィへ贈呈された作品に対し礼を述べている37)｡この作品の

所在は現在まだわかっていないが,レグィの礼状にある描写から,桜花,黒漆塗りの箱,歌留多とい

った清雄の他の作品にも登場する植物 ･静物モティーフを組み合わせ,金や銀を用いた構図で

あったことが窺い知れ,現在三重県立美術館に所蔵されている 《梅と椿の静物》に類するような

作品であったと想像される｡ 3.《建国》の構想と主題の表現

上記のようないきさつを経て,無事フランス国家の所蔵品となった 《建国》は,では,い

ったいどのような構想のもとに描かれたのであろうか｡147cmx73cmの縦横 2

:1の画面の中央を占めるのは1羽の白い雄鶏である｡雄鶏は地面に両足をしっかりと踏みし

めて立ち,真っ赤なとさかを逆立て羽をふくらませながら,ときの声を上げている｡画面上半

分の背景には金箔が貼られ,向かって右上隅に桜の木の幹が見え,満開の桜の花をつけた枝が

伸びている｡ 桜の木には鏡や帯など古代風のさまざまな装飾品がくくりつけられている｡背景が白

色から薄い褐色へと変わる画面下半分にもやはり古代の楽器や壷が措
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も装飾品も雄鶏の視線も,すべてが右下隅を要に左上に向かって扇形に広がりのびてゆく｡ こ

の計算しつくされた末広がりの構図と,赤,白,金という日本においては伝統的に祝事を表す

はっきりした色彩の効果により,全体に明るくおめでたい雰囲気が満ちていることは,主題に

ついて知らない者にも感じ取れる｡また,左下の壷の明暗表現に見て取れるように,この場面

には左上方から光が注がれており,末広がり構図の向かう方向の先に光源でもある太陽の存在

が想定されることが,さらに画面の吉祥感を強めている｡

清雄が ｢外国へ送るのに外国の絵でもあるまいと思って｣と考えた画題は ｢日本建国を象徴

する｣｢天岩戸の神話｣であった｡さきの 『報知新聞』記事により,昭和2年7月の時点です

でに,｢静物に鶏を配す｣ ことが決められていたことがわかるが,実はこれ以前に清雄は ｢静

物に鶏｣とは異なる構図をまず考えていたらしい｡というのも,川村家には 《建国》の構想文

と考えられる清雄自筆の文章が残されており [図4],それによれば,鶏や鏡,勾玉などもで

てはくるものの,《建国》 の中心モティーフは,天照大神があらわれ世に光が戻ってきたこと

を ｢千秋万歳を唱｣えながらくっろぎつつ喜び集う多くの神々であったことがわかるからであ

る39)｡《建国》は神々が ｢よろこびに喜びいこひつる場面｣を描いた,複数の人物を配した構

図として,まずは考えられたのであった｡これを裏付けるかのような,清雄の手になる水彩の

下絵が存在する40) [図5]｡画面右半分では神々が楽器を打ち鳴らし, また3羽の鶏が鳴き,

左半分ではちょうど天岩戸が開かれて天照大神がその光輝く姿をあらわした瞬間の場面を措く

人物中心のこの下絵は,《建国》構想文にも合致する上に,《建国》の主題を決めた時点で清雄

がまず参照したであろう,よく知られている 『古事記』の天岩戸神話の部分を絵画化したもの

でもある41)｡

図
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図6 原田西潮 《乾坤再明》明治36
(1903)年絹本着色 178.5×113.5cm 泉屋博古館分館所蔵 明治40年の第 1回文展に中村不

折が出品した 〈建国籾業》に対し,その上

を行く作品を示す意図であったとの指

摘が丹尾安典氏によりなされているが,

これには説得力がある47)｡という

のも,この不折の力作に対する清雄の ｢不

折氏の ｢建国｣を評す｣と題する記

事が,5回にわたって 『都新聞』に掲載

されているからである48)｡関東大

震災により横浜で惜しくも焼失 した 《

建国籾業》 [図7]には,特に典拠

とされたテキストはないといわれてい

るが,文献や考古学的考証にはこだわ

らず,上代において民族が集結して山上に

会しまさに天下を征服して国を建て業を籾めようとする仮想の集団を描いたものであった

49)｡残された白黒写真からも一見してわかる通り,フランス留学で身に付けた堅実な人物描

法を多数の男女の裸体に応用した作品として注目されたが, これが日本の建国を的確に表現し

ているかについては, ｢人物の動作表現中に建国の意義を明白ならしめ｣る要素はなく,神話の描写が十分に実現されたとは

言いがたい,との評もあった50)｡清雄は 『都新聞』の連載において,とりわけに

複数の男性像

によって高い理想をあらわ

そうとした不折の努力と苦

心を十分に認めっっも,建

国籾業という崇高な画題が

表現 しきれていない,人物

の容貌が当世風で卑しげで

あり,構図も緊密性を欠き,明暗にも問題があり,この絵が美しさと ｢堂々たる荘厳の気品に乏しい｣と評し

ている｡ また,女性の髪の結い方や男 図7 中村不折 《建国籾等
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性のプロポーションなどに太古風のところが見えず,男女の足に描きわけが見出せず,色彩も

不調和で,花や岩なども上手く描写できていない,など最後は額縁にいたるまで細かく論じて

いるのは,清雄がそれだけこの種の歴史画に (記事中に歴史画という言葉は用いていないが)おけ

る表現について,普段から思うところが多かったからであろう｡ 《建国籾業》 はたしかに野心

的力作であったが,主題の適切な表現と意匠の洗練には欠けている,とみなされたのであっ

た51)｡

ヨーロッパで 10年以上も本格的な西洋絵画を学びながら,下絵と習作を除いては,清雄に

は裸体人物を描いた油彩画のタブローは今のところ知られていない｡その理由としては残され

た作品自体が少ないことや個人的な資質もあろうが,やはり,裸体人物を並べてある理想や物

語を表す手法が日本の洋画においてはいかなるかたちで優れた絵画になり得るか,清雄がかな

り深く考え抜いていたためであるように感じられる｡ 日本において洋画を目指す青年たちは,

まず欧人の師の域に至り,その後はじめて日本の洋画を措くべきである,と 『都新聞』記事中

でもはっきり述べていた清雄は, とりわけヨーロッパの人々の眼に,《建国籾業》のような作

品がどのように映るか,十分に想像がっいたのだろう｡ 清雄の留学当時の1870年代, リュク

サンブール美術館には,クチュールの 〈退廃期のローマ人》,ベリーの 《メッカへの巡礼》,ブ

ルトンの 《落穂ひろいの召集》,清雄がその孫弟子にあたるカバネルの 《パオロとフランチェ

スカの死》,ジェロームの 《闘鶏》,ティソの 《ファウストとマルグリットの出会い》,メッソ

ニ工の 《ソルフェリーノの戦いの皇帝》,ルニョーの 《ムーア王の処刑》など,当時国の買い

上げになったアカデミーの人気現存画家の絵画が並んでいた52)｡それから半世紀を経た1920

年代のリュクサンブール美術館の展示作品は, もちろん1870年代当時と同じではなく, 1929

年当時になると,山元春挙,竹内栖鳳,富田渓仙といった日本画家の作品も同美術館には展示

されていた｡これら日本画の秀作と,国家買い上げとなった同時代を代表するフランス絵画と

の間に掛けられることになる清雄の絵は,そのどちらとも異なる,しかも抜きん出たものとな

らなければならなかったのである53)0

すでに 《かたみの直垂》に関する考察で明らかにされているように54),清雄は西洋絵画にお

けるアカデミズムの, とりわけ歴史画の伝統を深く理解していた55)0 《かたみの直垂》では,

少女の身につけた白い直垂,勝海舟の面影をかたどった石の胸像,地獄極楽図の石棺などのモ

ティーフひとつひとつが,亡き恩人への追慕の念を表している｡このように,写実的な個々の

モティーフをある秩序に従って構成 ･配置し,ひとつの思想や理念を表現するという西洋正統

派のやり方は,画中のあらゆる要素が絵の主題にむすびつく 《建国》にも,はっきりとあらわ

れている56)｡だからこそレグィは,受贈式での演説において,〈建国〉を ｢われわれフランス

の古典絵画にも匹敵するこの構図｣と称したのであった｡いっぽう,レグィがさらに ｢壮麗な

る鶏の白さと背景の金は,日本らしい調子を思い起こさせます｣と述べているように,主題と

-il革-
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モティーフそのものに加えて,金地背景,浅い空間,画面の縁によるモティーフの切り取り,

画中に措かれていない太陽を暗示的に表す手法などは,日本ないし東洋美術の手法に範を取っ

ている｡ 描写における写実性と理想にもとづく構築性という西欧美術の伝統と,装飾性,暗示

性と明るく軽快な構成という日本美術の伝統とが,ここでは計算しつくされた意匠のうちに結

びついている｡｢画伯は,古典的構図の均衡,微妙な陰影,明暗の戯れ,精密な線の構成,塗

り重ねた色彩の豊かな透明性,立体感と厚塗りの力強さを学び,十分に味わいました｡しかし

ながら画伯は,中国風の筆法のかろやかな空想,簡潔で思い切った輪郭線,すばやい不変の筆

致,余白の無言の暗示,黒と白の作り出す無限の変化の美しさについても,生まれつきよく知

り,また味わうのであります｣と演説の中で述べたレヴィは,清雄の中に生きている2つの伝

統を,もっともよく理解する人物であった｡焼失して写真も残されていない 〈ヴェニス風景》

について,実際に見たことのある原島順氏は,日本的趣味を含まない ｢完全に西洋画｣といえ

る作品であったと回想されているが57),おそらくレグィは,一見純西洋風に見える清雄の風景

に,西洋絵画にはない美意識を見出していたに違いない ｡ しかしながら,レグィの所望したそ

の 《ヴェニス風景》ではなく,あらたに 《建国》の画題を人物のいない静物画として描いてみ

せることで,清雄は不折の 〈建国籾業》に対して日本の洋画の進むべきもうひとっの道を示し,

同時に西欧に向けては,伝統的な油彩の技法とアカデミズムの手法を完全に消化しながら,意

匠においては日本的洗練の粋を尽した,ヨーロッパには決して存在しない鮮麗なイメージを提

示してみせたのである58)0

4.《建国》の題名と二重の象徴

｢彼は西洋の技術を征服したのであって, これに征服されたのではありません｡ 彼は日本人

としての魂を失うことは少しもありませんでした｡自らの民族的伝統ら,西洋の先輩たちの教

訓も,否足しませんでした｡｣｢彼は独特の流儀で,且つ自己の領域において,今世紀最大の問

逮,すなわち東洋か西洋かの問題を解決しました｡画伯は,東洋的なものと西洋的なものとを,

それぞれの特質を消すことなくして,ある種の遠い幻影のうちに融合しました｡｣(附録資料

[1])

受贈式の席で行なわれた演説の中で,シルヴァン･レグィは清雄と 《建国》に,上のような

賞賛の言葉を贈った｡《建国〉 についてこれまで考えてきたわれわれにも, この言葉は十分に

納得のゆくものである｡ 翌日と翌々日の各種新聞においても,｢(画家の)最も美しい作品の1

点｣(『コマディオ』),｢作品はきわめて美麗なもので,絹地に日本古来の伝統技法とヨーロッパ

の技法を併用して措かれており｣,｢この象徴的構図は,当日選ばれた参会者全員の感嘆すると

ころとなった｣ (『ル･タン』)などと高い評価を受けた｡ また,｢日本人画家である川村氏は,

- il聖-
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このたび見事な行為を行なった｡願わくばフランスに滞在している他の日本人画家,少なくと

も多少とも才能のある者には,これを見習ってほしいものである｣(『ラ･リベルテ』)と,清雄

の寄贈そのものを見事な模範的行為であると評価する記事もある｡当日の夜に日本大使夫妻の

主催で行なわれた晩餐会についても,｢この細やかな思いやりに満ちた会が幸多き一日を締め

くくったが,その簡素なやり方はたいそう心を打っ魅力的なものであり,日仏友好のきずなは,

ここによりいっそう強まったのであった｣(『ル･タン』)と,たいへん好意的に受け止められて

いる｡

ところが,ひとっ不思議なことに,シルヴァン･レヴィの書簡や演説においても,フランス

の各種新聞記事においても,《建国》は "letableau"(この絵)とか "1'oeuvre''(この作品)と

呼ばれるのみであり,一度としてその題名がフランス語 (または英語)で記されてはいない｡

たしかに,《建国》の題名は,1929年3月29日の 『報知新聞』に作品の写真とともに登場し

ており [図8],また同年5月の 『国際写真情報』誌にも口絵原色版で 《建国》と紹介され,

その解説には ｢図はわが国神代の,天岩戸の神話を題材としたもので,かの岩戸の神楽の麗し

く荘重な楽音と舞ひのリズム,そして曙の鶏の声とを画面に現はし,世界万邦に比類なきわが

国体を象徴 しようとした｣とある上に,原色版写真の下には日本語の題名と並んで英語で

"FoundationofaState"とまで印刷されていることから59) [図9],日本においてはこの作

図8 『報知新聞』記事 昭和4(1929)年3月29日
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品は天岩戸神話を表す 《建国〉以外のなにものでもなかったことがわかる｡ しかし,清雄自身

｢日本建国を象徴するこの絵｣ と語ってはいるが60),絵の裏に ｢建国｣の題名は書き込んでい

ない｡そして外交文書やレグィの手紙にも一度も ｢建国｣ないし "FoundationofaState''

の文字は登場しない｡一国から一国へ寄贈される絵には,のちのち展示されるときのことを考

えても,題名が添えられるのが普通であろう｡とすれば,このことは,いったい何を物語るの

であろうか｡

レヴィの演説や新聞記事をよく読んでみると,実はフランス側ではこの作品を決して ｢日本

の建国神話｣ とは受け取っていなかった事実が浮かび上がってくる｡ 『古事記』に登場する常

世の長嶋鳥であるはずの 〈建国》の雄鶏について,レグィは ｢日の出に向かって挨拶している

この見事な雄鶏は,画伯の思想の本質を象徴するものではないでしょうか? これは,日出ず

る処の日本に向かって挨拶する,ガリアの雄鶏ではないでしょうか?｣と述べているのである｡

同様に, レグィの演説を受けてかもしれないが,『プティ･ジュルナル』には ｢描かれている

のはガリアの雄鶏が日本を表す日の出に向かって挨拶している図であり,日仏友好を象徴して

いる｣とあり,『ル･タン』 も ｢輝く空を背景に,ガリアの雄鶏が日の出に向かって歓喜の歌

を唄い挨拶する画題を表している｣と書いている｡ よく知られているように,ガリアの雄鶏

(lecoqgaulois) とは, 三色旗, マリアンヌとともにフランス国家のシンボルのひとっであ

り61),題名なしでこの作品を見たフランスの人々は,ここに日本の神話ではなく自国のイメー

ジを読み取ったのであった｡雄鶏はフランス国家そのものの象徴となり,いっぽう古代の装飾

品の数々と太陽とは日本の国をあらわすと理解された｡天照大神を呼び出す長嶋鳥の声はフラ

ンスから日本への挨拶としての歓喜の唄に変わり, こうして海を渡った清雄の絵画は, ｢日本

の建国神話｣から ｢日仏友好｣の象徴へと,見事に衣替えしたのである｡

清雄が当初,｢建国｣の画題を思いっいたきっかけには,昭和初期当時の歴史的な背景もあ

ろうし,かつての不折の 〈建国籾業》の一件も関わっているだろう｡ しかしながら,この作品

に日本からの外交使節としての使命が託されることがはっきりと画家によって意識されたとき,

人物中心の最初の構想は ｢静物に鶏｣の構図に変わり,雄鶏は常世の長嶋烏とガリアの雄鶏と

いう二重の象徴を帯びることになった｡そこには, この受贈の一件に深く関わり,｢今回川村

画伯ノ絵画ヲルクサンブール博物館二納入致シ候二付小生力些力微力ヲ致シ候---ニ-日仏

親善ノ一助 トモ存シテ致シタル次第二有之候｣62)と述べている岸清一の意向も反映されている

かもしれない｡いずれにせよ,この受贈に関係した日仏の人々にとっては,題名そのものより

は,作品が二国間の友好を表している点が重要であった｡そして1929年の春に,絵の写真を

受け取ったレグィが ｢川村が選んだ象徴は,フランスの人々にさえ,あきらかなものであり,

仕上げは見事なものです｣ と書き送ってきたとき,〈建国〉はフランスにおいてその使命をた

しかに果たしうることが証明されたのである63)｡
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画家にとってこの作品は,はじめから2つの顔を持っていた｡それは国内に向けては建国神

話の象徴であったが,異国に向けては2つの国の友好のシンボルでもあった｡そこには,ヨー

ロッパに向けて西欧にはない ｢日本の洋画｣を打ち出して見せたい,という画家の強い意思が

ある｡ 裏側の清雄の手になる書き入れのうち, 2行目の署名の前の1行目にやや大きく力強く

書かれている ｢日本｣の2文字には,フランスに送られるこの作品を措いたのはほかでもない

日本人画家としての自分である,という意味が込められているのではないだろうか64)｡洋画の

技法と日本的美意識の融合という点だけを問題にするなら,清雄はレヴィが賛嘆した 《ヴェニ

ス風景矛をそのままフランスに差し出してもよかったはずである65)｡しかしながら,画家が望

んだのは,あくまで西洋の正統な歴史画の土俵上での勝負であった｡しかもそこには ｢日本｣

が明瞭に表現されていなければならない｡

歴史画というものは,ふつう人物を中心に構成されるべきものである｡ 西洋絵画の長い伝統

の中で,人間のいない歴史画というものはきわめて稀であろう｡ 清雄も留学中にはアカデミッ

クな裸体デッサンを学んだことが,残されたいくつかの習作からわかっている｡けれども,油

絵の完成作品になると裸体を用いたものはなく, 《かたみの直垂》 にみられるような着衣の人

間像でさえ,人体そのものを強調するようには描かれていない｡同じ頃やはりヨーロッパに学

んだ山本芳翠や百武兼行が,完全に西洋風の裸体画や裸体を配した歴史画を残しているのに比

べて,そこには清雄の意識的な選択が働いているように感じられる｡《建国方において清雄は,

本来人間を中心に構成されるべき歴史画から人物像を取り去って,しかも歴史画の理念とモ

ニュメンタリティーは西洋の観客にも十分にわかるように表現し,さらに ｢日本の趣味｣を十

分に発揮する絵画,という難題に挑戦したのである｡

かってイタリアにおいて交友を結んだ画家マルティン･リーコ (MartinRic°Ortega1833-

1908)から,清雄が帰国前に受け取った手紙が残されている66)｡そのなかに ｢あなたの持って

いる日本の趣味を失わないようにして下さい｣という一節がある｡《建国〉を描いている間中,

清雄の中には,このリーコの言葉がこだましていたに違いない｡自分の中の ｢日本の趣味｣

(go飢 japonais)とはなんだろう? それはおそらく,留学以来半世紀以上もの間,清雄がつ

ねに胸に抱き続け,つねに立ち返ってきた問題であった｡この手紙がなくなったり捨てられた

りすることなく,終生大切に清雄の手元に置かれ,その後川村家に伝わり続けた事実が,清雄

の手紙に対する思いを何よりも物語っている67)｡

明治32年 2月,谷中の日本美術院において清雄の個展が開催されたとき,『ほととぎす』に

掲載された批評によれば,初期の米国滞在時期の風景画が空気や遠近を伝統的西洋画法で措い

ているのに比べ,最近の清雄の作品は遠近にも大気の表現にも重きをおかず,きわめて日本画

に近くなっている, という68)｡ ｢音楽もさうであるが, 日本人は,いくら洋画を学んだとて,

所詮それの真の妙味を見せるといふまでに熟達することは出来ないのである-殊に油絵となる
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と左様いふ趣が深い｣と語る清雄は69),かつて ｢日本絵画｣と題する仏文記事の中で,｢人間

の感情は国の性質と決して切り離せないものだろうか?｣と西洋の伝統芸術を日本で実践する

ことの困難さを吐露した黒田清輝を思い起こさせる70)｡そして同じ記事の中で ｢レンブラント

ではなく,光琳になろうではないか !｣と日本絵画のとるべき道を示唆した黒田に呼応するか

のように,清雄も ｢拙者は極く光琳,光悦の崇拝家である｣71),｢自分は如何かして,古法眼其

他の人々 [引用者註 :その少し前に出てくる ｢強い絵を描いた｣｢又平,惟年,光琳など｣の
こと]が,板戸や其の外大きな装飾物へ,壁画的のものを措いたのを,油絵貝を持って試みた

いと云ふ望みを起したのであります｣72) と語っている｡そして,このような意識は同時期の岡

倉天心にも共有されていた73)｡ 日本美術院の機関誌である 『日本美術』明治37年 1月の第60

号に,この雑誌はじまって以来はじめて洋画家の作品として清雄の 《夏の山野》が掲載された

のは,そこに ｢意匠,用筆,配色ともに日本趣味の掬すべきものありて,余はど邦風と同化せ

し所あり｣と考えられたからであった74)｡ ｢日本趣味の掬すべきもの｣に油彩画の ｢強さ｣を

備えた絵画,これが,天心や清雄がヨーロッパに通用しうると考えた日本の絵画であった｡そ

して同じ頃,新しい日本絵画の描法を模索していた岡倉天心に,日本画の絵画材料も西洋をお

手本にして改良してゆくべきかどうか訪ねられたとき,従来の日本の絵具そのままでも油絵は

どの効果をあげるには十分であるのでそのような改良は目下の急務ではない,と清雄が答えた

というエピソードぱ 5),それが画材のみの問題ではないことを,実作者である清雄が天心以上

によくわかっていたことを示している｡

《建国》 は,清雄自身の姿と重なってはみえないだろうか｡清雄がハイカラ嫌いで和服しか

身に着けず,外国語も一切口にしなかったのは76),西洋の伝統技法と理論を知り抜いていたか

らこそであったのではないだろうか77)｡ちょうどこの頃は,明治神宮聖徳記念絵画館のために,

徳川家達を奉納者として清雄に政策が委嘱された 《振天府〉の下絵 (平野政吉美術館)を制作し

た時期でもあった｡明治天皇の御事跡80題を80人の画家が大画面に描き並べるというこの絵

画館の構想は,明治45年の天皇の崩御に始まり,最終的に昭和 11年に完成をみることにな

る78)｡絵の大きさ,画材,史実の尊重,天皇の表現など画家にとって各種の制限はあったが,

公の大装飾画という近代日本においては稀なこの機会に,画家たちはそれぞれ綿密な考証と技

巧をっくして彩管を競い合った｡なかでも,大胆な傭轍視点と極端な人物の遠近法によって沖

に停泊する黒いアメリカ船の存在感を強調する山口蓬春の 《岩倉使節団欧米派遣》,皇后の姿

をクローズアップした色彩鮮やかな鏑木清方の 《初雁の御歌》,画面いっぱいに満開の桜を咲

かせた前田青邸の 《徳川邸行幸》,照り映える紅葉の中に洋装の華やかな女性群を配した中沢

弘光 〈観菊会》などの作品は,とりわけ注目に値する｡ また金山平三 《日清役平壌戦》,太田

喜二郎 《日清役黄海海戦》,中村不折 〈日露役日本海海戦》,鹿子木孟郎 《日露役奉天戦〉など

の戦争画は,動きのある劇的な構図や群衆の表現を適用し絵画として成功しているが,全作品
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中でもただ1点,静物を画面の中心に大きく据えた清雄の作品は,異彩を放っている｡ 振天府

とは皇室に献上された日清戦争の戦利品陳列庫であり,清雄は庫内に収められた玉座や武貝や

美術品を前景に緊密な構図で配置し,いっぽう振天府の建物に品々を運び入れる場面と戦闘場

面のほうは中後景として小さく描いている｡ さらに画面右上には,白馬に乗った聖徳太子の幻

影が現れている｡静物中心の構図であることに加えて, 1つの画面に4つもの異なる次元を持

ち込んだ作品は, もちろん清雄の作品以外にはない｡ ここに見出せるのは,不折の 《建国籾

業》に対して 《建国》を措いたものと同じ態度,すなわち,人物像中心ではない歴史画の試み

である｡絵画館の構想を知った清雄は,これが日本においてははじめての大規模な歴史画の計

画となることに興奮を覚えつつも,多くの作品が,かって 《建国籾業〉においてそうであった

ように,画題に対処しきれないことを予測したに違いない｡ じじつ,現在から見ると,縦3

メートル,横 2.7メートルという空間, とりわけ画面の上半分をもてあましている画家も多く,

清雄の危倶が正しかったことが証明されている｡日本の伝統にも故事人物画や物語絵,あるい

は 〈松浦犀風》など複数人物を配置した大構図はあり (実際に,絵画館に描いた日本画家の多くは,

絵巻や犀風絵を構図の参考に用いている),それを油彩画の写実表現に適用する試みもすでに明治

中期から行われていたが,明治23年の内国勧業博覧会に出品された原田直次郎の 《騎龍観音》

や本田錦吉郎の く羽衣天女》などの歴史画に対する批判に見られるように79),あまり成功した

とはいえなかった｡明治美術会や白馬会における歴史画導入の困難な過程を見てきた清雄は,

清輝や天心と同じように,日本の洋画における歴史画の可能性を,光琳に代表されるような装

飾画の方向に見出していたのである｡徳川代々将軍の肖像に用いた金地背景は,この方向を模

索する帰国後初期の試みであったといえる｡ そして,おそらくは黒田清輝が絶望と熟考の末に

たどりついたあの忘れがたい 〈智感情》の金地の問題も,清雄の作品を含めて今後もう一度考

えてみる必要があるだろう｡

清雄や天心の判断が間違っていなかったことは,その後 19世紀末から20世紀初頭にかけて

のヨーロッパにおいて, ｢装飾｣ の概念がいかに大きくクローズアップされていったかを見て

もわかるだろう｡ 1910年代から20年代にかけてのマティスにおける装飾的要素の大胆な試み

はその代表的なものであり, 1925年にはパリで ｢アール･デコ｣ の先駆けとなった現代産業

装飾芸術国際博覧会が開かれ,同じ頃最晩年のモネは 〈睡蓮》の大装飾壁画を完成しようとし

ていた｡このような芸術上の変動の背景に,19世紀後半以降のいわゆる大芸術とそれに伴う

諸概念の揺らぎが背景として存在することは,いうまでもない80)｡そしてヨーロッパにこのよ

うな装飾芸術への道を開いた大きな要因のひとっがジャポニスムであったことを考えるならば,

清雄が西洋体験を通して見出したものは日本の美意識でもあったということができるだろう｡

すでに1870年代, パリで清雄の師であったド･カリアスは, グワッシュの上に貴右や真珠や

金をのせて強調する技法で,アール･ヌーヴォ-を先取りするようなスタイルを試みていたと
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いう81)｡

《建国》はその後, リュクサンブール美術館が閉館された1937年におそらくはその年に開館

された国立近代美術館を経てルーヴル美術館に移され,さらに1980年にオルセー美術館に移

管, またさらに1991年以前にギメ美術館に移されて,現在に至っている｡ギメ美術館では,

現在でも 〈建国》 にとくに題名はなく,必要なときには "lecoq"などと呼ばれているとい

う82)｡同美術館のエレーヌ･バイユー氏によれば,この作品を予備知識なしで見たとき,フラ

ンス人であればまず確実に,雄鶏を ｢ガリアの雄鶏｣と理解するであろう,とのことであった｡

お わ り に

く建国》は海をこえ,国境をこえた｡

この作品は,国境以外に何かをこえたのだろうか｡もしこえたのだとすれば,それは本当に

レグィの言う ｢東洋か西洋かの問題｣だけだったのであろうか｡

たしかなことは,画家にとって,洋画の技法そのものの習得は壁ではなかった,ということ

である｡清雄はほぼ完壁な油彩の技術を留学まもないうちから身につけていた｡日本の伝統に

はないアカデミズム絵画の理念さえ,(それが普遍性を目指した近代西洋美学の所産であるだけに)

理解するのはさほど難しくはなかっただろう｡19歳でアメリカ行きの船に乗り込んだときの

清雄にとっては,｢日本｣に,生まれ育った土地である以上の深い意味はおそらくなかった｡

だからこそ清雄はあれほど早く,的確に西洋絵画の本質を身につけることができたのである｡

清雄の作品中で唯一制作年月日 (画中の紙に ｢明治八年六月二十二日｣とある)のわかっている

フランス時代の静物デッサンには,インク壷とペンの傍らに硯と筆が置かれ,西洋の近代科学

を象徴するかのような2つのガラス球の下方にはそれと同じ形のひょうたんが置かれている

[図10]｡ さらに,近年の調査によれば,技法の上でも,墨と鉛筆の両方を用いて描かれてい

るという83)｡留学生清雄の中で,｢日本｣ と ｢西洋｣があたかも互いに性格を異にする双生児

のように,ともに成長していったことを,このデッサンは物語っているかのようだ｡ リーコと

1878年のパリ万博を見学し,｢日本の趣味｣についてヨーロッパの人々が語るのを耳にするう

ちに,少しずっ清雄は芸術家としての自分の中の ｢日本｣を探しはじめたのではないだろうか｡

私は清雄がすぐにそれを見出したとは思わない｡帰ってみた祖国が,自分の内に育てつつあっ

た ｢日本｣とは必ずしも重ならないことも,やがて清雄は知ることになるだろう｡ けれども,

16世紀以来のさまざまな交流を経て,19世紀後半にはすでに複雑な相互影響関係のもとに

あった2つの文化をいやおうもなく抱え,そしてなおかっ ｢日本人｣でありつづけることこそ

が,清雄の宿命であった｡《建国》は,そこからしか生まれ得なかった芸術作品である｡ 同じ
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彼らにとっては ｢ガリアの雄鶏｣にしか見えなかったのだろう86)0

《建国》によって, 2つの国の人々はそれぞれの祖国の芸術の伝統を発見し, まさにそのこ

とによって互いに共感しあうことができた｡それこそがあるいは,真の ｢友好｣の姿といえる

のかもしれない｡

証

1) 『静岡の美術Ⅶ 川村清雄展』図録,静岡県立美術館,1994｡

2) 高階秀爾 ･三輪英夫編 『川村清雄研究』中央公論美術出版,1994｡

3) 『青木コレクション名品展』図録,朝日新聞社,1999｡『日本近代洋画への道 山岡コレクショ

ンを中心に』展図録, 日動美術財団 ･笠間日動美術館 ･女子美術大学,2001｡『鹿瀬コレクショ

ン』展図録,笠間日動美術館,2003｡

4) 石井元章 ｢日本人留学生の足跡 2川村清雄｣『ヴェネツィアと日本一美術をめぐる交流』 ブ

リュッケ,1999｡

5) 『氷川清話』角川文庫 1972,p.2410

6) 伊原青々園 ･後藤宵外編 『唾玉集』春陽堂, 明治39年 (東洋文庫592 平凡社 1995, pp.

140-141)｡

7) 小松重男 『幕末遠国奉行の日記 御庭番川上修就の生涯』中公新書 1989｡

8) 川村帰元 ｢御庭番の事｣進士慶幹校注 『旧事諮問禄 一江戸幕府役人の証言-』(下)岩波文庫,

1986｡

9) 高階秀爾 ｢川 村清雄の人と作品｣前掲 『青木コレクション名品展』図鍾 (『西洋の眼 日本の

眼』[青土社 2001]に ｢和洋二筋道の画家 川村清雄｣として所収)｡ちなみに,明治 10年代

後半に設立された人類学会に幕府方の子弟が多かった事実について,｢官界の立身出世と無関係

な学問の道に幕府系が多く入ったということが,考えられないだろうか｣との指摘がある (寺田

和夫 『日本の人類学』角川文庫 1981,p.44)が,美術の世界においても同様の現象がみられ

ることは興味深い｡

10) とくに旧幕臣海軍関係者の間に熱烈なファンをもっていた,という (荒井義雄 ｢幻の画家 ･川

村清雄｣『芸術新潮』1979年6月)｡ちなみに,森鴎外も清雄を熱心に擁護した一人で,絵が好

きだったが ドイツ語の本を買うので手一杯で,肉筆はあきらめて版画で我慢していたが,あると

きただ一度例外的に清雄の作品を買ったことがあるという逸話が伝わっている (『日本古書通信』

40巻 7号 [復刊第375号],1975年 7月,p.3)｡明治32年3月号の 『ほととぎす』(第2巻6

号)誌上の記事 ｢河村清雄氏絵画展覧会｣によれば,件の作品は｢《古器物》(森林太郎氏蔵)｣
で ｢場中出色の作の-｣(p.44)であったようだ｡

ll) ｢『川村清雄翁聞き書き』一慶喜公と亀之助さま｣遠藤幸威 『女聞き書き 徳川慶喜残照』朝日

新聞社,1985,pp.270-2710

12) ｢五十年前｣東京日日新聞社会部編 『戊辰物語』岩波文庫 1983 p.1510

13) しかしながら,当時の日本ではまだ ｢美術｣の概念も輸入されたばかりであり,｢芸術家｣の

社会的役割についてもごく一部の人々にしか理解されていなかった｡欧州に比べ当時の日本社会

が芸術家に対していたって冷淡であり,そのために清雄は不遇であったと東城鉦太郎は述べてい

る (｢川村先生の経歴と其の性格｣『中央美術』 5巻 1号,大正8年 1月,p.42)｡また,帰国後
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の山本芳翠には,あるとき汽車で乗り合わせた紳士に自分は絵描きであるといったとたん,相手

の態度が一変してぞんざいになった体験があり,芳翠は日本人の芸術家に対する無理解を憤慨し

ていたという｡この逸話は,明治20年代になっても,｢絵描き｣と聞くと軽蔑の念をあらわにす

るような風潮が一般にはまだあったことを物語っている (石川欽一郎 ｢芳翠先生｣長尾-平編

『山本芳翠』非売品 1940(復刻版1982),pp.199-200)｡

14) 前傾 『唾玉集』p.144｡荒井義雄 ｢梅子と清雄 一明治初期英学少女と画学青年川村清班-｣

(上)(下)『明治村通信』1979年 11月,12月｡

15) 前傾 『唾玉集』p.145｡

16) 蘇峰生 ｢川 村清雄翁の画｣『夕刊国民新聞』昭和2年5月29日,p.10
17) 《建国》の現状は以下のとおり｡絹時に金箔,油彩｡雄鶏,桜など白の盛り上げ部分に若干の

亀裂あり｡石膏様の白枠でおさえ,さらに紫檀 (?)の額縁 (黒紫色)｡絹地に紙で裏打ちして

あり,裏面は紙で裏打ちした絹で閉ざされている｡裏面に破れ目があり,裏打ちの紙が一部見え

る｡この紙には役所の古紙を使っている｡古紙は何校か重ねてあるが,枚数は不明｡使用済みの

収税古紙とみられる (｢金滞布収入役之印｣の丸印あり)｡裏の木枠には,"Lecoqjaponais-1

m50×0.75"の書き込みがあり,また,左方の木枠に｢389｣の数字のついた円形ラベルが,また

上方の木枠に ｢museed'orsay/RE.1980-125/KAWAMURA/LeCoq｣と4行に分けて書い

た四角いラベルが貼られている｡裏地には墨で鮮明に ｢日本 川村清雄 七十八歳 昭和四年四

月六日｣ と4行に分けて縦書きで書かれ,裏面上部中央,木枠のすぐ下あたりに "Ⅰnscription

japonaise/DateetAgedel'Artiste/mom- [del'Artiste]/sanstitre"(｢日本語による記

載/日付と画家の年齢/- [引用者註 :画家の]名前/題名なし｣) と薄く書き込みがある｡

裏打ちの破れと白絵具部分の亀裂の他は,保存状態はおおむね良好｡すべて状態は当初のままと

考えられる｡

18) 原長胴 ｢川村清雄雑記｣前傾 『川村清雄研究』pp.133-134｡

19) 記事の全文は以下のとおり｡

｢川村清雄翁ルクサンプルグへ出陳 懇望されで快諾す 十月までに描き上げる

パリのミューゼ･ド･ルクサンプルグは世界各国の現存画家のみの傑作が集まっていることで知

られているが,こんどそのルクサンプルグ美術館から,わが洋画界の先輩川村清雄画伯の作品を

懇望してきた,目下仏教事典編纂の為め滞東中のパリ大学宗教学部長シルヴン･レ-ヴィ氏は去

る五月開かれた川村氏個展を観て氏の民族的芸術に深く感激しこれをルクサンプルグ美術館に推

薦し,去る六月中旬その意をうけたレ-ヴィ教授は親交ある木村駿吉氏に相談してきた,川村氏

と親しい木村氏は画伯を説き,ついに画伯は快諾し十月末までに描き上げることになった,同美

術館はさきに所望されて山元春挙,竹内栖鳳,富田渓仙の三氏の作品が陳列されているが,いづ

れも日本民族固有の美術として称賛されている

静物に鶏を配す 誠に名誉です 川村画伯語る

川村清雄氏はそのはじめ開成所に故川上冬崖氏の指導を受け明治三年十九歳にして渡米,いくぼ

くもなくフランスに渡り,更にイタリアに遊び約七年間ヴェニスのアカデミーに研究した,わが

国で油絵をはじめたのは実に氏を以て最初としその日本の伝統的精神を矢はぬ氏の作品は深くた

ましいを打っものである

謙そんな氏は 『いや実はあまりに名誉な話なので恐縮している次第なのです,出来るだけ努力し

てみます,用紙は鳥の子紙を使ひ静物に鶏を配したものをと思って居ります,レ-ヴィさんが今

秋帰国されるまでにとの御話でしたからまあ十月いっぱいまでには描き上げたいっもりです』と
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語った｣(『報知新聞』昭和2年7月10日,p.7)
20) 記事の全文は以下のとおり｡

｢パリ美術館を飾る世界的の名画 『建国』 我が洋画壇の苦宿川村翁畢生の大作

我が洋画壇の蓄宿川村清雄画伯が畢生の努力をそ､いで一昨秋以来製作中であった画伯一代の大

作 『建国』が完成した,この 『建国』こそ昨秋木村駿吉氏が 『一画を得る』の題目で本誌に掲戟

した美術の都,パリのルクサンプルグ博物館に飾らるべき世界的名画である,画は我が日東帝国

建国の神話を現した構造画で,金地に油絵冒ざむるばかりの極彩色の大作である,我国の洋画家

の作品が油絵の本場パリの博物館に陳列さる､は今回が初めて あヾる- 完成と共に廿八日正午

フランス大使館に持参, ドゥビー大使の下見に供したが,大使も大喜びで,来月帰国の際みづか

ら持参して帰るといっていた,川村画伯がこの名画を得るに至ったのは一昨秋同画伯が個展を上

野で開いた時たま 来ゝ観した仏国の仏教学者シルバン･レビー博士が感激推称して是非にと懇望

したにはじまり,岸清一博士が費用全部を引き受けてこの 『建国』の製作にか､ったものであっ

た- 川村画伯は明治初年渡欧イタリアのベニスに十年間滞在南欧美術の粋を学んで帰朝した人

で,当年七十八歳,今後は最後の奉仕として徳川家達公の懇望により神宮壁画館に出品すべき振

天府の製作に着手することになっている

天岩戸の神話を象る 無上の光栄 画伯談

画伯は語る 『お役に立てば何よりの光栄ですが,どうも満足に出来ませんでした,題材は天岩戸

の神話にとったものです,最初は私が画いた岸博士所蔵の ｢ベニス｣をとの所望でしたが,外国

へ送るのに外国の絵でもあるまいと思って, 日本建国を象徴するこの絵を描いたのです』｣(『報
知新聞』昭和4年3月29日,p.2)

21) 高楠順次郎 (1866-1945)仏教学者｡明治23年に英 ･独 ･仏に留学し,明治30年に帰国後,

東京帝国大学講師,教授に就任｡昭和2(1927)年東大退官後武蔵野女子学院長,東洋大学長を

歴任｡同7年渡辺海旭らとともに『(大正新傾)大蔵経』百巻を完成｡著作に 『国訳南伝大蔵経』
七十巻,『大日本仏教全書』の監修,『無量寿経』英訳などがある｡
22) 浮世絵とギリシア絵画との類似点に注目して東西芸術の比較も行なっていたという (レオン･

ジュリオ･ド･ラ･モランディエール ｢日備文化の交渉と故シルヴァン･レグィ教授｣『現代法
の諸問題』岩波書店 1938,pp.450-451)｡

23) この作品は原島順氏によればのちに空襲で焼失したらしい (原氏直筆メモ)｡

24) 絵画制作において清雄は普通の時間の観念を超越しており,一週間で措き上げる約束をしても

｢その一週間の約束が二年になるか,五年十年になるか,解ったものではな｣かったという｡ そ

の間怠けているのではもちろんなく,モデルの探索,故実の調査,また画面に臨んでからも一筆

ごとに考える時間が長かったという (開巌二郎 ｢鳴呼,川村清雄さん｣『美之園』10巻7号,昭
和9年7月,p.98)｡ また,下絵のままで20年も置いてある作品や,図をつけたままで7年間

たっている注文作の犀風などもあったとの証言も残されているので (中谷無涯 ｢特色ある性格｣

『中央美術』5巻1号,大正8年1月,p.55),《建国》は清雄としては早く出来上がった作品と

いうべきであろう｡

25) 手紙の全文は以下のとおり (江戸博 川村文書1002113)｡｢常々千駄ヶ谷公より被急全一意専

心働き罷有候必々仏国行之画来月草々落手御詫ひ仕候問,暫時御勘弁之程奉願上候,先は御返事

傍可懸恐悦奉中上候 (二字不明)大乱筆尚御免被下度存候 頓首 川村 四月十七日 木村先

生｣なお,木村駿吉は,幕府勘定奉行木村摂津守善毅の次男で海軍技師であり,海軍少将であっ

た兄の木村浩吉とともに清雄の支援者で作品のコレクターでもあった｡清雄が明治28年に海軍
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省の委嘱により日清戦争の黄海海戦図4枚を措くことになったときには,小笠原長生と兄ととも

に監督の任に当たり (小笠原長生 ｢洋画の天才川村清雄の逸話｣『書道』3巻 12号,1934年 12

月,p.41および小笠原長生 ｢洋画家川村清雄｣『政界往来』6号 1935年,p.181),大正 15年

には清雄の伝記 『川村清雄 作品と其人物』(私家版)を著している｡

26) 手紙の全文および翻訳は以下のとおり (江戸博 川村文書 1002116 レヴィ直筆ではなくタイ

プ打ちの英訳)

DearMr.Kishi,

ThismorninglhavegotyourkindletterdatedApril16,informingmethatthe

pictureisreadyandisbeingsenttotheJapaneseEmbassyinParis,assuggestedbythe

FrenchAmbassadorinTokyo.IimmediatelywenttotheLuxemburg[sic]andhadan

interview with theemendateur,Mr.Masson.Mr.Massonhadheardthenameof

Kawamura,buthedidnotknowmuchabouthim;soHeftwithhimthepaperpublished

byyouinEnglish,whichIhadlatelyreceivedfromyouintwocopies.Ishew [sic]him

alsothephotoofthepicture.Hetookagreatinterestinit,andenjoyedverymuchthe

compositionandthedrawingthoughhecouldnotappreciatethecolours.IamtoseeMr.

Adachi,theJapaneseAmbassador,onMonday,andTuesday,andagainWednesday:I

shallaskhim toletmeknowassoonasthepicturehascome.Theruleisthat,before

beingadmittedintotheMuseumthepicturehastopresented[sic]beforetheCommittee;

butasMr.Massonclearlyexplainedthiswillbeamereformality. Ihavealready

arrangedwithMr.Massonthattheinaugurationofthepicturewillbearegular

ceremony,asan homagepaid to theJapaneseschoolofpainters. TheFrench

GovernmentwillberepresentedbyoneofitsmembersalsotheJapaneseEmbassy,andi

shallseetoitthatthepaperaboutKawamuraandhisworkbepublishedinoneofour

magazine.

ThesymbolselectedbyKawamuraisquiteclearevenfortheFrenchpublic,andthe

workingofitisexcellent.Pleaseconveyhim mycongratulationsandrespects.Beso

kindastodistributeourmostaffectionatesouvenirstoMrs.Kishi,Mr.&Mrs.Kimura,

Mr.&Mrs.Saisho,andbelieveme,dearMr.Kishi,

Your[sic]verysincerely,

SylvainLevi

(翻訳)

｢岸殿

今朝私は,絵が出来上がり,東京におりますフランス大使の御提議どおり,パリの日本大使館に

送られる準備ができているとの, 4月16目付の貴方の親切な手紙を受け取りました｡私は直ち

にリュクサンプール美術館に赴き,エメンダテユール･マッソン氏と会見いたしました｡マッソ

ン氏は川村画伯の名前を耳にしたことはありますが,よく知っているというわけではありません

でしたので,貴方が英語で発表され,私に先ごろお送りくださいました記事2通を,お渡ししま

した｡私はまた,氏に作品の写真もお見せしました｡氏は大いに関心を持たれ,色彩を鑑賞する

ことはできなかったものの,構図と線描は大変喜んで見ておられました｡私は月曜日,火曜日,

そして水曜日にも日本大使である安達氏にお目にかかる予定です｡そして,絵が到着次第,知ら

せてくれるよう,お願いするつもりです｡規則によれば,作品は美術館への受け入れ前に,委員
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会に提出の必要があるとの事ですが,マッソン氏があさらかに説明してくれましたように,これ

は単なる形式であります｡すでに私はマッソン氏と共に,日本派画家への敬意を表するべく絵の

披露式は正式に執り行われるよう,打ち合わせをいたしました｡フランス政府と日本大使館から

は代表が各一人出席する予定です｡また私自身も川村とその作品に関する記事を,当地の雑誌の

一つに掲載する予定でおります｡

川村が選んだ象徴は,フランスの人々にさえ,あさらかなものであり,仕上げは見事なもので

す｡どうか画伯に,私の祝意と敬意をお伝えください｡岸夫人,木村夫妻,税所夫妻にもくれぐ

れもよろしくお伝えください｡こころより親愛なる岸様 シルヴァン･レグィ｣

岸清一 (1867-1933)は,松江藩に生まれ,明治,大正期に弁護士,スポーツ界の功労者とし

て活躍した｡明治22年東大英法科を卒業,26年弁護士になり,法曹界で活動｡並行して大日本

体育協会や極東選手権大会,オリンピック大会の役員をつとめ,私財を投じて日本スポーツの隆

盛に情熱を傾けた｡現在渋谷にある岸記念体育館は,岸清一の遺志による寄付金で建設された体

育館｡その伝記である伊藤和三郎 『岸清一伝』(非売品 1939)に清雄の名は登場しないが,同

書によれば,岸とフランスとの関係は,大正 13年のパリ第8回オリンピック大会においてはじ

めて欧米でスポーツに関する活動を開始したことにはじまり,このパリ大会中に国際オリンピッ

ク委員に任命された｡昭和 2年には体育界への貢献により,フランス大統領よりレジオン･ド

ヌール勲章を贈られている｡同じ幕臣の出自をもつ清雄の絵のコレクターの一人でもあり,レ

グィが所望した 《ヴェニス風景》や 《鳥屋》などを所蔵していた｡なお,《建国》制作の費用を

出したのはこの岸清一である,と昭和4年の 『報知新聞』記事にはあるが,原長順氏によれば,

《建国》の財政援助は,夫人が清雄の血縁であった高山長幸 (1867-1937)が負担したという

(原氏直筆メモ)｡愛媛出身の高山長幸は,東洋拓殖銀行総裁や立憲政友会総務を勤めた実業家 ･

政治家であり,子爵小笠原長生や和田垣謙三などとともに清雄の支援者で,作品のコレクタ-で

もあった｡

27) 半交信の全文は以下のとおり (江戸博 川村文書 1002119･1002120)

｢半公信 昭和四年八月十二日

在 俳 臨時代理大使 河合博之

岸清一博士殿

拝啓陳者本年四月十八日附安達大便宛貴信ヲ以テ川村清雄画伯ノ絵画ノ件二関シ御申越ノ趣致了

承候のテ右絵画ノ到着ヲ侯テ ｢ルクサンプルグ｣博物館へ右入納致交渉候処今般同博物館 ｢マッ

ソン｣氏ヨリ右絵画-去ル七月十八日国立博物館保管人諮問委員会二於テ満場一致ヲ以テ受納方

可決セラレタル旨別紙写ノ通々報ノ次第有之候間右様御承知相成度候

追手 ｢マルセーユ｣ヨリ巴里迄ノ間賃金二百十八 ｢フラン｣二十五 ｢サンチーム｣也当館二於テ

立替置キ候間別添受領証御参照ノ上右金額御送付相成度右申進努々此段得貴意候也 敬具｣

28) 手紙の全文は次のとおり (江戸博 川村文書 1002121 レグィ直筆ではなくタイプ打ちの英

訳)0

Andilly.21,Aug.1929.

DearMr.Kishi,

JustwhenyournotedatedJuly25isreachingmei号inthissmallcountry-place

wherelamenjoyingourlongvacation,IreceivedfromMr.Kawai,theJapaneseCharge

d'Affaires(theAmbassador,asyouknow,beingnowatLaHaye),alettertellingme

thatMr.Kawamura'sPicturehasbeenadmittedunanimouslybytheCommitteeofthe
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KeepersofNationalMuseumsandthatconsequentlythispicturewillbeplacedinthe

nationalcollections.IhaveimmediatelyrepliedtoMr.Kawaithatmyownpersonalwish

isthatthedeliveryofthepicturefromtheJapaneseEmbassytotheSecretaryofState

forFineArtsmaybetheoccation [sic]forasolemnitywhenJapaneseandFrench

artistswillmeetinthehonouroftheoldgreatKawamura.OfcourseMr.Kawaihadno

timepracticallyforananswerinsuchashorttime.WhenIknowmore,Iwillletyou

know.ButyoucanadvisetheJapanesepressoftheunanimousdecisionoftheComite

ConsultatifdeConservateursduMuseesNationauxandoftheofficialacceptationofMr.

Kawamura'spictureintheStateCollections.

PleasegivemybestsouvenirstoMr.Kimura,Mr.SaishoandMr.Kawamura,and

believeme.

Yourssincerely,

(Signed)SylvainLevi

(翻訳)

｢アンディー,1929年8月21日

岸殿

6月25日付の貴方からの手紙がこの小さな国一私が現在長い休暇を楽しんでいる場所一にいる

私に届いたのとちょうど同じ頃,私は日本の臨時代理大使である河合氏より (ご存知のように,

大使は今--グにおりますため),川村画伯の作品が国立美術館保管人委員会において満場一致

で承認され,結局この作品はフランス国家のコレクションに入ることになったとの手紙を受け取

りました｡私はすぐに河合氏にご返事を差し上げ,日本大使館より美術省長官への作品の引渡し

の時は,偉大なる老川村の栄誉を称えるために日仏の芸術家たちが一堂に会し厳粛なる儀式を行

う良い機会となるのではないかという,私個人の希望を申し上げました｡もちろん,河合氏から

これほど短時間の間にお返事を頂くのは実際には無理です｡もしその後情報が入りましたらお伝

えします｡とにかく,国立美術館保存決定委員会の満場一致による決定と,川村画伯の作品が正

式に国家のコレクションに受け入れられることになった点は,日本の報道機関に報告されても良

いかと存じます｡

木村氏,税所氏,川村氏にくれぐれもよろしくお伝えください｡

心より親愛なる シルヴァン･レヴィ｣

29) 手紙の全文は以下のとおり (江戸博 川村文書 1002123)｡

｢昭和四年九月二十一日

川村清雄殿

拝呈時候不順ノ処御変モ無之候哉御伺申上候陳者本日シルヴァン,レヴィ氏ヨリ別紙ノ如キ書信

到着致候為早速写-通同封致候全会一致ヲ以テルクサンブール博物館委員会力貴作品ヲ受クルコ

トニ相成候鼠 御同慶ノ至二耐ヘス候 謹言 岸清一｣

30) 公信の全文は以下のとおり (江戸博 川村文書 1002138)

｢公第二十二号 昭和五年一月十三日

在仏臨時代理大使 河合博之

外務大臣 男爵幣原喜重郎殿

河村画伯ノ絵画 ｢ルクサンプール｣博物館

入納式二関スル件
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客年五月在東京法学博士岸清一氏並二嘗テ本邦二滞在シタル仏国学士会員 ｢シルヴアン,レゲ

イ｣教授ノ斡旋二依り当国二送附セラレタル河村清雄ノ絵画一点-其伯后当国 ｢ルクサンブー

ル｣博物館外国部二人納ノ事 卜決定シ今般右入納式挙行ノ運二至り客年十二月三十日当国文部省

博物館管理局主催ノ下ニ ｢ルーブル｣博物館内一室二於テ文部大臣代理,美術局長 ｢シルヴアン,

レゲイ｣教授,日仏双方館美術関係者並二安達大使等約五十名参会アリテ無事取行-レタリ右報

告申進ス

尚右岸博士二御伝達アリ度併セテ右儀式二際シ ｢シルヴアン,レゲイ｣教授ノ為シタル演説別紙

写同博士二転送方御取計相成度シ｣

31) 安達峰一郎 (1869-1934)明治一昭和期の外交官,国際法学者o明治25年東京帝大を卒業,

外務省に入り,メキシコ公使,ベルギー大使を経て昭和2年よりフランス大使｡昭和4年には

-ーグにおける対独賠償会議に帝国代表として出席し (前出註28のレヴィ書簡にあるとおり),

翌年には常設国際仲裁裁判所裁判官,さらに翌年には同所裁判長となり,国際法学者としても活

躍した｡

32) 手紙の全文は以下のとおり (江戸博 川村文書 1002140)

｢昭和五年二月五日

川村清雄様

拝啓厳寒之候障りも無之候哉,陳-最近安達峰一郎よりの通信二依れ-昨年貴老の絵画をルクサ

ムプルグの博物館に引渡すに就て-同大使-仏国側と相談の上最も適切なる方法にて引渡式を行

-れ且二十余人の名流を招き祝宴を相催し相成候由にて同時の新聞紙の切抜きを送附し来られ候

間為念反訳の上別送を以て御送附申上るに付御高覧被下度候実-小生も久しく同大使より通信無

かりし為め詳細の事情を承知不仕候処,此度詳報を得て乍今更謝辞の後となる事を恥入申候

レグィ教授への衡贈呈の貴画-末た出来上さす候哉,心懸に候草々 岸清一

追白木村君の病気憂慮に堪へす候｣

33) 手紙の全文は以下のとおり (江戸博 川村文書 1002139)

｢吉田外務事務宮殿

拝復去七日附貴翰排涌御封入ノ河合代理大使ノ公信及シルヴアン,レゲイ教授演説原稿各写-過

正二落手仕候

今回川村画伯ノ絵画ヲルクサンブール博物館二納入致シ候二付小生力些力微力ヲ致シ候-小生ノ

画伯ノ天才的技能及現在ノ不遇ナル境遇二対スル同情二基クモノニ-有之候へ共一二-日仏親善

ノ一助 トモ存シテ致シタル次第二有之候処安達大使ヲ初メ貴省御関係ノ方々ヨリ非常ナル御尽力

ヲ賜-リ御蔭ヲ以テ盛大ナル納入式ヲ経テ無事同博物館二納入致サレ候段偏二外交当局各位ノ御

助成ノ賜ナリト存シ候玄二深厚ナル感謝ノ意ヲ表シ候

大臣閣下ヲ初メ皆々様二宜敷小生感謝ノ辞ヲ御伝言被下度願上候

先-不敏敢御礼迄如斯御座候

昭和五年二月十日

謹言

岸清一｣

34) 江戸博 川村文書 1002141の書簡｡

35) 礼状の全文は以下のとおり (江戸博 川村文書 1002142 レヴィ直筆ではなくタイプ打ちの莱

訳)

6th July 1931

Dear Mr.Kishi,

Thepicturehascome;itisnowinmyhands,undermyeyes,andIwonderonce

- 萄Rl←
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moreatthemastershipofouroldKawamura,thegrandoldmanofJapaneseart,who

goesongrowinginpowerabilitywhilegrowinginyears.MyfriendUlrichOdinwhose

nameiswellknownallovertheworldasoneofthebestconnoisseursandcollectioners

ofJapaneseartpaidmeavisityesterdayandexpressedhisadmiration.Itisaperfect

composition,indeed,wellbalancedandrhythmical;thecherryblossomsinthecentreare

suchasKawamuraalonecouldhavepaintedthem,acharming,sweet,soft,velveted

white,evokinganideaofyouth,purity,elegancy,delicacy,againstwhichtheblack

lacqueroftheboxspeaksofrichess[sic],combinedwithfinetaste,reflectingsome

deepandstrangelightoutoftheblackpaste,alightinsidewhichthegoldornaments

glitteranddazzlecontrastingwiththematiteofthesilverground.Theplayingcardtell

ofpoetry,smileandmirth."Naturemorte"well,butnolifeismorelivingthanthisdead

nature,lifeofclours[sic],oflight,ofmind,ofsoul.Ⅰamsimplydelighted.HowcanI

tellyouandhim mygratitudeadequately? Kawamura'sname,owingtothisprecious

gift,Willbecomefamiliaranddeartomymanyvisitors,Onelinkmorebetweenmyhome

andfarJapan.

B elieveme,dearDr.Kishi,

You rsverysincerely,

SylvainLevi

(翻訳)

｢1931年7月6日

岸殿

絵が到着しました｡今私の手の中に,目の前にあります｡そして私は,年齢を重ねるごとにます

ます力強い作品を生み出す日本絵画の偉大な巨匠ともいうべき老川村の熟練した腕前に感嘆せず

にはいられません｡私の友人であるウルリッヒ･オーディンは,日本美術の鑑定家,また蒐集家

として世界中にその名を知られておりますが,昨日拙宅を訪れ,感嘆しておりました｡釣合いも

良く律動的で,本当に完蟹な構図です｡中央の桜の花は,川村のみが描きうるような,魅惑的で

愛らしく柔らかくびろうどのような白さであり,若さ,純粋さ,優雅さ,繊細さ,といったもの

を思い起こさせます｡これに対して黒い漆塗りの箱は高い趣味を伴った豊かさを表し,黒い塗り

の奥から深みのある不思議な光を反射しておりますが,その光の中には金色の飾りがまばゆく輝

き,つや消しの銀地と好対照を成しております｡歌留多は,詩と微笑と歓喜について語っていま

す｡｢静物｣ではありますが,この静物はど生き生きとした生命を感じさせるものもありません｡

それは色彩の,光の,心の,魂の生命であります｡私はただ喜びに満たされるばかりです｡貴方

と画伯にいったいどのようにしてふさわしく感謝の気持ちを表したらよいのでしょう? この貴

重な贈り物によって,川村の名は,ここを訪れる多くの人々に親しまれ,愛されるものとなるこ

とでしょう｡これはわが家と遠い日本とを結ぶ,もう一つのきずななのです｡

親愛なる岸博士 シルヴァン.レヴィ｣

なお,原長順氏は前傾註 18の ｢川村清雄雑記｣のなかで,上記礼状の一部を,《建国》に対す

るお礼であるとして引用されているが (前傾 『川村清雄研究』 p.134),手紙の日付からも礼状

文中の作品の描写からも明らかにわかるとおり,これは 《建国〉ではなく,レグィ個人に贈呈さ

れた別の作品に対する礼状であると考えられる｡

36) 江戸博 川村文書 1002143
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37) 江戸博 川村文書1002144

38) 清雄はCとKのイニシャルを組み合わせた署名を,他の署名 ･落款と併用して欧米留学期か

ら晩年まで用いているが,その特徴として年代を追うにつれてCの字がつぶれたようになって

ゆき,Kの字は下の2本の線が長く伸びてゆく点が挙げられる｡《建国》の署名はこの傾向がか

なり進んでおり,大正末期から昭和前期にかけての清雄の作品に多く見られるタイプである｡

39) 構想文の全文は以下のとおり (江戸博 川村文書1002115)

｢此図は高天原の神話を措けるものなり 大御神の天の岩屋戸を閉てこもり給ふ云々

斯く目出度も闇より明くなりて大御神の世にいてまして多の神々喜びっどい千秋万歳を唱る事と

て皆いこひくつろぎつつ大刀剣などと共にかのまさきの木に附したる鏡まがたまのかざりをかた

わらの桜木にうち懸け手にせるまさきの玉の緒附けたる物に高器なと取乱しよろこびに喜びいこ

ひつる場面に長なきとりの声のどかにうたひっ､あるさまなり｣

なお,この文章自体に ｢《建国》構想文｣と書いてあるわけではないが,｢建国の執筆に当り,

構想を認めた自筆の下書きが残っております｣というご子息の清衡氏の付随メモ (平成6年4月

24目付)がある｡

40) 江戸博 川村文書 1001671下絵 ｢天の岩戸｣ 紙に水彩 32.7×46.5cm

41) 『古事記』の該当部分は以下のとおり｡

｢故是に天照大御神見畏みて,天の岩屋戸を開きて刺許母理坐しき｡爾に高夫の原皆暗く,葦

原中国悉に闇し｡此れに因りて常夜往きき｡是に万の神の声は,狭蝿那須満ち,万の妖悉に発り

き｡是を以ちて八百万の神,天安の河原に神集ひ集ひて,高御産巣日神の子,思金神に恩はしめ

て,常世の長嶋鳥を集めて鳴かしめて,天安河の河上の天の堅石を取り,天の金山の織を取りて,

鍛人天津麻羅を求ぎて,伊斯許理度売命に科せて鏡を作らしめ,玉祖命に科せて八尺の勾穂の五

百津の御須麻流の珠を作らしめて,天児屋命 ･布刀玉命を召して,天の香山の真男鹿の肩を内抜

きに抜きて,天の香山の天の波波迦を取りて,占合ひ麻迦那波しめて,天の香山の五百津真賢木

を根許士爾許士て,上枝に八尺の勾塊の五百津の御須麻流の玉を取り著け,中枝に八尺鏡を取り

繋け,下枝に自丹寸手,青丹寸手を取り垂でて,此の種種の物は,布刀玉命,布刀御幣と取り持

ちて,天児屋命布刀詔戸言蒔き白して,天手力男神,戸の液に隠り立ちて,天宇受売命,天の香山

の天の日影を手次に繋けて,天の真折を纏と為て,天の香山の小竹葉を手草に結ひて,天の石屋

戸に汗気伏せて踏み登梓呂許志,神懸り為て,胸乳を掛き出て裳緒を番登に忍し垂れき｡爾に高

夫の原動みて,八百万の神共に咲ひき｣『日本古典文学大系1 古事記 祝詞』岩波書店 1958.

42) 画面左下の須恵器を描いた,鉛筆と水彩による下絵が残されている｡

江戸博 川村文書1001433 下絵 [｢建国｣]須恵器 水彩 および 1001433 下絵 [｢建国｣]

須恵器 鉛筆

43) 川村清衡 ｢父川村清雄の作品について｣前傾 『静岡の美術Ⅶ 川村清雄展』図録,p.180

44) この円座は清雄が実際に制作時に使っていたものを写生したらしく,これを4枚重ねて敷いた

上に座り制作中の写真が残されている (前傾 『静岡の美術Ⅶ 川村清雄展』図録 p.16)｡

45) 前掲 原長順 ｢川村清雄雑記｣p.134.および原氏直筆メモ｡

46) 原長順氏直筆メモ｡

47) 丹尾安典 ｢時童拾遺記｣前掲 『静岡の美術Ⅶ 川村清雄展』図録,p.12｡』図録,p.12.およ

び丹尾安典 ｢川村清雄研究寄与｣『川村清雄研究』p.61.

48) ｢不折氏の ｢建国｣を評す｣『都新聞』明治40年5月13日 (上),14日 (中),15日 (下の上),

16日 (下の中),17日 (下の下),いずれもp.1｡この記事は無署名だが,木村駿吉の証言から
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清雄の筆になることがわかる (前傾 丹尾安典 ｢川村清雄研究寄与｣p.71の註77)｡ 当時の都

新聞主筆,宮川繊次郎は,《夏の山野》など清雄作品のコレクターであった｡

49) ｢建国籾業｣図版裏解説文 『不折画集』太平洋美術学校 1939.

50) 瀧精一 ｢現代の日本絵画 (下)｣『国華』207号,明治40年8月,pp.41-42.

51) 石井相事も 《建国籾業》を含む不折の神話画について,｢実際の裸体モデルを充分に想化せず

に用｣いた,とのちに評している (｢近代日本に於ける洋風画の沿革｣『みづゑ』247号,1925年
9月,p.29)｡

52) LeMuse'eduLuxembourgen1874-9eintures,Cataloguedel'expositionauGrandPalais,

31mai-18novembre1974,redigeparG.LacambreaveclacollaborationdeJ.deRohan-

Chabot,EditiondesMuseesNationaux,Paris,1974.清雄自身も ｢その頃フランスの画壇に

はズカリアス [引用者註 ド･カリアスのこと],カバネル,メッソニ工などが幅を利かせ｣てい

た,と回想 している (前掲 『戊辰物語』p.151)｡

53) しかも, ちょうどこの1929年春ごろは,前年の3月から5月にかけて上野公園内の東京府美

術館において開催されたリュクサンブール美術館所蔵フランス美術名品展のいわば返礼として,

今度はフランスにおける大規模な現代日本画と明治大正期の日本画の秀作 (たとえば渡辺省亭

《雪中鶏》,横山大観 《生々流転診,菱田春草 《黒き猫診,鏑木清方 《黒髪〉など),それに工芸品

を加えた展覧会が企画されている最中であった｡これには,当然ながら,駐仏大使安達峰一郎も

フランス美術省のポール･レオンもかかわっていた (田辺孝次 ｢最近日仏美術の交換｣『目仏文

化第三号』昭和4年6月)｡

54) 高階秀爾 ｢川村清雄についての二,三の考察｣ 『美術史論叢』創刊号 東京大学文学部美術史

研究室 1985年3月 (前掲 『川村清雄研究』所収)｡

55) アカデミズムの理論体系における歴史画については,次の定義が簡にして要を得ている｡｢｢歴

史画｣とは,単に歴史上の事件を主題にした絵画というだけではなく-･ある理念,理想,感情を

表現するために,物語的あるいは寓意的内容を,主として人体モティーフを中心に構成した絵画,

のことで,一般に ｢宗教画｣｢神話画｣｢寓意画｣ と呼ばれているものをも含む｡当時 [引用者

註 :明治期]日本において ｢思想画｣,｢理想画｣といわれたものがほぼこれに当たる｣(前掲

高階秀爾 ｢川村清雄についての二,三の考察｣ 『川村清雄研究』p.12)なお,｢構造画｣ という

言い方もあったようだ (註20『報知新聞』記事参照)｡

56) 《建国》のように生物と静物との組み合わせによってある象徴や寓意を表現する美術といえば,

オランダを中心に描かれた ｢五感｣や ｢ヴァニタス｣の絵画の系譜,あるいは建築や室内装飾に

よく見られる ｢学問｣や ｢芸術｣の寓意を表す浮彫りや絵画がまず思い浮かぶ｡清雄自身も,こ

のような寓意的静物画の系譜を引く作品として,古代ローマの石膏胸像に武具や壷,花などを組

み合わせた 《室内》(明治32-33頃 神奈川県立近代美術館)や,古代ギリシアの壷や浮彫りに

鳩と花を配 した 《鳩と静物》(大正2 福富コレクション)を残しているが,焼失し写真のみ残

されている 《画室》も含め,いずれも画家としての清雄を培った ｢西洋古典主義芸術｣の寓意で

あるように思われる (鳩はヴェネツィアのサン･マルコ広場の思い出であろうか)｡

57) 前傾 原長順 ｢川村清雄雑記｣『川村清雄研究』p.134｡

58) われわれはここで,1900年パリ万博の際,やはり同じように西洋と日本の両方の伝統絵画の

間で模索の末に描かれた黒田清輝の 《智感情抄を思い出さないわけにはいかない｡日本の洋画が

国際的な場面において東西両伝統絵画の問に置かれるとき,そこに ｢金地｣があらわれる例が多

いことはきわめて重要な問題を示唆するが,'Yれについては別途考察したい｡
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59) 『国際写真情報』第 8巻第 5号 1929年 5月 口絵｡ただし英語題名は,解説のほうでは

"TheFoundationoftheState"となっている｡

60) 『報知新聞』昭和4年3月29日,p.70

61) 一般には ｢雄鶏を意味する言葉とガリア (ローマ時代のフランスの呼称)を意味する言葉は,

同じラテン語のgallusであった｣ と説明されるが,明確な歴史的根拠はわかっていない｡ フラ

ンスの象徴として始めて雄鶏が使われた例は17世紀の硬貨であるというが,雄鶏がルイ-フィ

リップによって正式にフランスの象徴となるのは1830年 7月である｡1899年には10フランと

20フラン金貨に雄鶏が彫られた｡ランボ-やユゴーの詩の中にもガリアの雄鶏は登場し,フラ

ンス国家のひとつのイメージとして,今日ではフランスサッカーチームのユニフォームにもっと

も目立っ形で採用されている｡

62) 昭和5年 2月 10日付の書簡｡全文は註33参照｡

63) 手紙の全文は註26を参照｡

64) ｢日本｣ をこの作品の題名であるとみることもまったく不可能ではないが,他の資料には ｢日

本｣の題名はあらわれない｡また,この清雄による書き入れの説明と思われるフランス語の書き

込み (受贈後フランスにおいて書き入れられたと思われる)に "sanstitre"(｢題名なし｣)とあ

ることから (註 17参照),フランス側においても,これはやはり ｢日本｣の ｢川村清雄｣が措い

た,と理解されたことが確認できる｡

65) 作品変更の理由が清雄の意志によるものではなく,絵の持ち主が手放したがらなかったためと

の説もあるが (原長胴氏直筆メモ), その場合同じような風景画を措くという選択肢もあったは

ずである｡

66) この手紙の全文は前傾 『川村清雄研究』に川村清雄研究会の手になる邦訳で紹介されている

(pp.20-21)｡その後の丹尾安典氏による手紙の一部のやや異なった解釈にもとづく翻訳が同じ

『川村清雄研究』にある (pp.45-46)0

67) リーコが ｢自分の国の趣味を失うな｣と清雄に書いたのは,この画家の出身地が,スペインと

いういわば当時の美術においては後進の国であったことともおそらくは無関係ではないだろう｡

68) ｢河村清雄氏絵画展覧会｣『ほととぎす』第2巻6号 明治32.3.10,p.43｡

69) ｢江戸趣味と西洋画 川村清雄氏談｣『新小説』6巻4号 明治44.4.1,p.680

70) KiyoteruKuroda,"LaPeintureJaponaise,"TheFarEast,anEnglishEditionofKokumin-

no-Tomo,vol.Ⅱ.no.5,May20th,1897(邦訳 :高階絵里加 『異界の海 芳翠 ･清輝 ･天心に

おける西洋』三好企画 2000 pp.281-282)0

71) 前傾 ｢江戸趣味と西洋画 川村清雄氏談｣p.69｡

72) ｢板と絵 河村清雄氏談｣『趣味』2巻6号 明治40.6月,p.41｡

73) 高階絵里加 ｢黒田清輝の岡倉天心俊 一《智感情の主題と成立をめぐって》-｣前傾 『異界の海』｡

74) ｢画苑の案内｣『日本美術』第60号 明治37年 1月 p.30｡

75) 日本美術院百年史編纂会 『日本美術院百年史』二巻上 日本美術院 1990,p.407｡

76) ｢洋服は大嫌ひ｣｢会合の折にも毎も和服で｣(石川欽一郎 ｢川村清雄氏｣『中央美術』5巻 1号,

大正8年 1月,p.43)

｢何事によらず-イカラな浮薄な感じのことは好まれない｣｢外国語などは一向知らぬやうな顔を

してお話の間にも外国語を雑ぜるようなことはありませんでした｣(織田-磨 ｢川村先生｣『中央

美術』5巻 1号,大正8年 1月,p.59)｡

77) このことは,明治37年,大観,春草と共に米国に赴こうとする弟子の六角紫水が着ていく服
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について訪ねたところ,｢どちらでもよいが,英語を自由に話せるのなら和服のほうがよかろう｣

と答えたという,天心のエピソ-ドを思い起こさせる｡

78) この絵画館は,大正4年に成立した明治神宮奉賛会のメンバーの強い意志により計画が推進さ

れ,大正6年には子爵金子堅太郎,文学博士三上参次,侯爵徳川頼倫,東京美術学校校長正木直

彦らを含む絵画館委員が任命されたが,美術関係者は正木直彦のみであった (途中から正木の仲

介で構図下絵作成のために二世五姓田芳柳が加わった)｡大正 7年,画題は最終的に80題に決定

され,その後ようやく画家選定となり,-画題一画家の原則,日本画家と洋画家を半々とするこ

となどが定められる｡徳川家達が明治神宮奉賛会会長だったこともあり,清雄には比較的早い時

期である大正 14年9月に依頼があった (川村清衛他編 ｢『振天府』と晩年の川村清雄｣資料 『明
治美術学会第46回研究報告』平成2年3月)｡このことから 《建国》の制作時期は 《振天府》の

制作時期と重なっていることがわかる｡聖徳記念絵画館については以下の論文を主に参考にした｡

林洋子 ｢明治神宮聖徳記念絵画館について｣『明治聖徳記念学会紀要』復刊第 11号 1994年4
月｡

79) よく知られているように,この内国勧業博開催中に,当時東京帝大文科教授で明治美術会の賛

助会員でもあった外山正一が ｢日本絵画の未来｣ と題する講演をおこなって,｢龍に乗る女神｣

や ｢天人｣などの画題選択に疑問を呈し,それが森鴎外や林忠正をも巻き込む一代議論となった

(中村義一 ｢明治絵画は何を描くべきか- ｢日本絵画の未来｣論争｣『日本近代美術論争史』求龍
堂 1981)｡

80) この問題については,19-20世紀における ｢装飾｣ の意味をさまざまな社会的文脈の中で捉

えなおし検討した以下の文献が参考になる｡天野知香 『装飾/芸術 19-20世紀のフランスに

おける ｢芸術｣の位相』ブリュッケ 2001｡また,日本においてはもともと西欧語の翻訳語とし

てまず幕末から明治にかけて登場した ｢装飾｣という言葉が,その後明治20-30年代からは

(とりわけ琳派に関して) ヨーロッパのウィリアム･アンダースン, ルイ･ゴンスといった日本

美術研究者の言説を通過して,おもに岡倉天心を中心に,しだいに日本美術の特質をあらわす用

語として定着してゆくという, いわば ｢逆輸入｣ の過程が指摘されている (玉島敏子 ｢金銀の

｢装飾｣ と光一 ｢日本美術の装飾性｣ をめぐる研究ノートから｣『日本の美学』26 ぺりかん社
1997年9月)｡

81) E.Benezit,Dictionnairecritiqueetdocumentaiyledospeintres,sculpieurs,dessinateurset

graveurs,nouvelleedition,tome3,1999,p.131.

82) 現在の 《建国》の裏にはオルセー美術館のラベルが貼られており,そこには "lecoq''とある

が (註 17参照),この即物的な題名は,オルセーへの移管時に資料管理上っけられたものと考え

られる｡

83) 泰井良 ｢川村清雄 静岡が育んだ日本の油彩画家｣『静岡の文化』74号 (財)静岡県文化財
団 2003年9月,p.33｡

上記小論中で泰井氏はこのデッサンを ｢西洋と東洋との融和｣を暗示しているのではないか,

と指摘している｡同デッサンの技法の併用についてご教示いただいた泰井氏に感謝申し上げる｡

84) 『趣味』2巻2号,明治40年2月,p.43｡

85) 19世紀後半のフランスにおける歴史画の終蔦とアカデミズムの変容に関しては,以下の文献

が参考になる｡PatriciaMainardi,ArtandPoliticsoftheSecondEmpire,YaleUniversity

Press,NewHavenandLondon,1987.

86) 芸術作品に対する解釈が,その作品自体の本質を示すと同時に,解釈する側の本質 (時代 ･場
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所 ･状況)をよりいっそうよく示すものであることは,1934年の 『ジャパン･タイムス』 に掲

載された川村清雄死亡記事中の,《建国》に関する以下の記述からもうかがい知れる｡｢日本の武

士道の精神を表した作品を日本の紙に措いたものは,数年前にパリのリュクサンブール美術館に

受納された｣("… hepaintedonJapanesepaperapicturerepresentingthespiritofthe

Bushido,whichwasreceivedbytheLuxembourgMuseumofFineArtsofParisseveral

yearsago:'[JaPanTimes,May24,1934])

附録資料 [1](江戸博 川村文書 1002124)

ALLOCUTION prononceele30Decembre1929

AuMuseeduLouvreenpresencede

LLEE.M.MARRAUD,Ministredel'InstructionPublique

etM.ADATCI,AmbassadeurduJapon

parM.SylvainLEVI

Membredel'Institut

Aumom du peintreKawamura,j'ail'honneurdepresenteraMonsieurleMinistrede

l'InstructionPubliqueetdesBeaux-ArtsetalaDirectiondesMuseesnationauxuntableauqu'ila

expressementconcuetexecutepourenfairedona1aFrance.LesamateursJapOnaisclassent

KawamuraChiyoaupremierrangdesartistesvivants;sanstenircomptedesontalent,ilestpar

sonage,-ilestalaveilledesesquatrevingtsans-undesdoyensdel'artjaponais;ilestsans

contestationlepremierdespeintresjaponaisquisontvenusetudierenOccident.Quandil

pelgnaitaYedoquin'etaitpasencoreTokyo,sespremiersessais,ilportaitlaJupeetlatunlque

dusamourai,aveclesabreaussiindispensablequel'6peeamosacademicians.Aujourd'hui,ilale

cranechauveetlatuniqueclaired'unreligleuXbouddhique,ouplusencored'unereligieuse,carla

delicatessedesestraits,1'elegancedesonallureetjusqu'alamalicefemininedesonregard

l'exposentfrequemmentdamssescontactsaveclesetrangersadesmeprisesquil'amusentfort.

Entrecesdeuxcostumes,aucoursdesalongueexistence,ilaetarapinえnotreEcoledesBeaux

Arts;ilaatependantdesanneesundesmasqueslesplusseduisantsduCarnavaldeVenise.Sa

vievautd'etreesquissee;elleoffreuneimageenraccourciduJaponcontemporain.Nesousles

Shoguns,damsunefamilledefonctionnaires,quandleJaponentrouveraitapeinesesportesaux

hommesdudehors,ilpassasesanneesd'enfanceaOsaka,aNagasaki,oddejalesetrangerssont

admis:premiercontactdel'enfantavecl'Ouestlointain.IlfinitsesclassesaYedo,ods'affirmesa

vocation;ilveutdessiner,ilveutpeindre,commeHokusai,CommeKano,commetouslesmaitres

dupasse,lesseulsqu'ilconnaisseencore.VientlaRestaurationImperiale,leMeiji,d'isolement

seculairebrise,lavolontedevivreparmilesgrandesNations,libreetrespecteaumilieud'elles,

1'appelauxtechniquesetauxtechniciensdel'Occident,1'envoiaudehorsdetouteunejeunesse

ardentequiveutdonneralarenaissancenationale,lesjuristes,leslngenieurs,lesofficiersdont

elleabesoin.Kawamuraestdesignepourl'Amerique.Qu'ydevaiトilfaire?Ilnelesaitplus.Place

damsuneEcoledesAnnArbor,ilsurprendparsesdonsleprofesseurdedessinquil'adresseaun

peintredesesamis,aWashington.L'artisteamericain,nonmoinssurpris,1ejugemarpournotre
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EcoledesBeauxIArtsetl'envoieaParis.UnelevedeCabanelsechargedel'instruireatousles

secretsdumetier.MaislerapinduNipponestenrupturedeban:fautegravesousunregimede

disciplinesevere.DepisteKawamuras'enfuitdeParis,secacheaVenise,yestadmisal'Academie.

Entretemps,ilaobtenusonpardon,etdeplus,uneboursed'etudes.Ilpasseseptouhuitansa

Venise.En1885ilrentreauJaponpouryrester.Ⅰlatrentequatreans,ilsaitman主erenmaitrela

couleural'huile,quiestunenouvauterechercheedamssonpays;iladevantluilafortune,les

honneurs.MaisKawanuran'estqu'unartiste;ilalapassiondesonartetnedemanderiende

plusえlavie.Ilaconquislatechniquedel'Occident,iln'apasetaconquisparelle;iln'apoint

abdiquesonamequiestresteejaponaise;iln'arienarenier,nilestraditionsdesarace,niles

leconsdesesmaitresdel'Occident.Ilaapprisetgoatel'equilibred'unecompositionclassique,la

valeurdesombres,du jeu declair-obscur,l'architecturemeticuleusedeslignes,lariche

transparencedescouleurssuperposees,lapuissancedureliefdesempatements;maisilsaitetil

godtedenaturelafantaisielegeredupinceauえIachinoise,1etraitsobreetdecisif,latouche

rapideetimmuable,1asuggestionmuettedesespaceslibres,labeauteinfinimentnuanceedes

blan°setdesnoirs.Ilmanielapalettecommelegodet,latoilecommelebois,lemetal,lasoie,le

papier,cetincomparablepapierduJaponquiadonneal'arttantdechefs-d'oeuvre.Etlibrede

doctrine,desysteme,d'influences,d'ecoles,indifferentalanotorietequivientau-devantdelui,

toujourspauvreetunpeubohemeaumilieudesesadmirateursquisedisputentsaproduction,

Kawamura,depuisquarante-CinqansaccumuleuneoeuvreimmensetouJOurSegale,toujours

safe,toujoursrenouvelee.Ilaresoluasamaniereetsursondomaine,leproblemequidominece

siecle:OrientouOccident:Illesareunissanslesfondreaupointd'effacerleurstraitspropres,

damsunesortedevisioneloignee.Letableauqu'ilnousoffre aujourd'hui,ouvraged'un

octogenaire,enestlapreuve:damsunecompositiondignedemosclasslqueS,lesblancheurs

somptueusesducoq,lesorsdufond,evoquentlestonalitesfamilieresdela-bas.Etn'est-cepoint

unsymboleaussidamsl'intimepenseedupeintre,quececoqsplendidesaluantlanaissancedu

Jour?N'est-cepaslalecoqgauloisquisaluelamonteeduSoleilLevant,duNippon?De

l'Extreme-Oriental'Extreme-Occident,deuxgrandestraditionsquisontl'uneetl'autrelagloire

dugeniehumain,saluentchacunechezleuremulelesdonsmagnifiquesquelanature,ou,pour

parlercommemosamisjaponais,"labienveillanceduCieletdelaTerre"leuraprodigue.

(訳)

1929年 12月30日ルーヴル美術館において,文部大臣マロー氏,E]本大使安達氏臨席のもとに,フランス

学士院会員シルヴァン･レグィ氏により行なわれた演説

川村画伯の名において,私は文部大臣閣下,美術大臣閣下ならびに国立博物館管理局に対し,ここに1

点の絵画をお引渡しする光栄を有するものであります｡ 同画伯はこの絵画をはっきりとフランス国-贈る

ためのものとして立案され,制作されました｡日本の美術愛好家たちは,川村清雄画伯を現代美術家中の

最高位に位置付けております｡その才能についてはいうまでもないことでありますが,その年齢を考えて

も一画伯は80歳になろうとしております-また,同画伯は日本美術界の最高位に位置する画家のひとり

であります｡同画伯が西洋に留学した最初の日本人画家のひとりであることに,異論の余地はありません｡

同画伯がまだ東京となる前の江戸において作品を描いていた頃は,武士の着物を身に附け,わがフランス
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学士院会員にとっての剣と同様に必要欠くべからざる刀を差しておりました｡今日,画伯は僧侶のように

剃り上げた頑と活き衣をまとっておりますが,僧侶というよりも尼僧といった方が良いかもしれません｡

と申しますのも, その繊細な面立ちと優雅な物腰と女性のように茶目っ気のある眼差しとのために,同画

伯は未知の人によってしばしば僧侶と誤解され,あとで大笑いになることがよくあります｡

これら2種類の衣服の時代の間の長い人生の中で, 画伯はフランスの美術学校の生徒だったことがあり

ました｡またこの留学時代,同画伯はヴェネツィアにおけるカーニヴァルの最も魅力的な仮面舞踏者のひ

とりでありました｡同画伯の生涯はここに略述する値打ちのあるものであります｡それは現代日本の姿の

縮図といえます｡同画伯が将軍制度下における役人の家に生まれたのは,日本が外国に対して門戸を開い

たばかりの頃でありました｡画伯は幼年時代を大阪で過ごしたあと,既に外国人が居留を許されていた長

崎に移りました｡ これが,画伯が少年としてはじめて遠い西洋に触れた時であります｡画伯は江戸で学校

教育を終え,江戸で自らの天職を見出しました｡北斎のように,狩野派の画家のように,彼の知るあらゆ

る過去の巨匠たちのように,デッサンし,描きたいと恩いました｡明治維新と王政復古がやってきて鎖国

が解かれ,大国の人々に伍して自由に且つ彼らより尊敬を受けて生きてゆきたいとの意欲が高まり,西洋

の技術と技術者が呼ばれ,国の再生のために法律家,技術者,官吏になろうとする熱意ある多くの若者た

ちが海外へ送られました｡川村画伯はアメリカに赴くことになりました｡米国でいったい何をするべきか,

彼自身にも分かりませんでした｡アン･アーバーの学校に入った画伯は,その才能を以ってデッサンの教

授を驚かせ,同教授は画伯をワシントン在住の友人である画家のもとに送りました｡そのアメリカ人画家

もまた画伯の才能に驚き, フランスの美術学校に十分入学できると判断して,画伯をパリに送りました｡

パリではカバネルの弟子の一人が,絵画制作上のあらゆる秘密を画伯に教える任にあたりました｡ ところ

がこの若い日本の画学生は,規則違反をいたしました｡その当時の規律厳格な時代においては,これは大

きな反則行為でありました｡追跡を受けた川村は,パリを逃れてヴェネツィアに身を隠し,その地のアカ

デミーに入学を許可されました｡その後画伯は赦免を受けたばかりか,研究費も支給されました｡画伯は

7, 8年ヴェネツィアに滞在し,1885年に日本に帰国しました｡当時画伯は34歳で,油絵具を巧みに用

いることができましたが, これはその頃の日本ではまだ研究中の技術でありました｡画伯の前途には幸運

と栄誉が待っておりました｡ しかしながら,川村は一人の芸術家以外の何者でもありませんでした｡自己

の芸術への情熱以上のものは,何も人生に望みませんでした｡彼は西洋の技術を征服したのであって, こ

れに征服されたのではありません｡彼は日本人としての魂を失うことは少しもありませんでした｡ 自らの

民族的伝統も,西洋の先輩たちの教訓も,否足しませんでした｡画伯は,古典的構図の均衡,微妙な陰影,

明暗の戯れ,精密な線の構成,塗り重ねた色彩の豊かな透明性,立体感と厚塗りの力強さを学び,十分に

味わいました｡ しかしながら画伯は,中国風の筆法のかろやかな空想,簡潔で思い切った輪郭線,すばや

い不変の筆致,余白の無言の暗示,黒と白の作り出す無限の変化の美しさについても,生まれつきよく知

り,また味わうのであります｡彼はパレットを絵貝皿のように,またカンヴァスを板や金属や絹や紙のよ

うに扱います｡世界に比類のない日本の紙は,いかに多くの傑作を生み出してきたことでしょうか｡画伯

はまた,主義からも,組織からも,勢力からも,流派からも自由であります｡目前に迫った名声にも無関

心であり,いっも貧 しく,その作品について論議してやまない崇拝者に囲まれていてもボヘミアンであり

つづける川村は,45年の間,つねに変わらない,つねに確かな,つねに新しい仕事を数多く積み重ねてき

ました｡彼は独特の流儀で,且つ自己の領域において,今世紀最大の問題,すなわち東洋か西洋かの問題

を解決しました｡画伯は,東洋的なものと西洋的なものとを,それぞれの特質を消すことなくして,ある

種の遠い幻影のうちに融合しました｡今日同画伯がわれわれのために寄贈された絵は,80歳に達しようと

する人の作品でありますが,その証拠であります｡われわれフランスの古典絵画にも匹敵するこの構図に

おいて,壮麗なる鶏の自さと背景の金は,日本らしい調子を思い起こさせます｡そして,日の出に向かっ
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て挨拶 しているこの見事な雄鶏は,画伯の思想の本質を象徴するものではないでしょうか? これは, 日

出ずる処の日本に向かって挨拶する, ガリアの雄鶏ではないでしょうか? 極東から極西まで,そのいず

れもが人類の天才の栄光である二つの偉大なる伝統は, 互いにその好敵手に向かって敬意を表するもので

ありますが, それは, 自然, あるいはわれわれの友人である日本の人々の言い方に従うならば,｢天地の

好意｣が,彼らに惜 しみなく与えたすぼらしい恵みに対 してなのです｡

附録資料 [2] 《建国》に関する仏語新聞記事

Exelsior(1929.12.31.)(江戸博 川村文書 1002127)

Corpsdiplomatique

A l'occasiondelaremised'untableaudupeintreKawamuraaumuseeduLuxembourg,

l'ambassadeurduJaponetMmeAdatchiontdonneundinerauquelontprispart:M.PaulLion,

directeurdesBeaux-Arts;M.Dezarrois,representantduministredesBeaux-Arts;M.Besnard,

membredel'Academiefrancaise;MM.LevietChabas,membresdel'Institut;M.deTessan,

depute;M.Clavery,ministreplenipotentiaire;M.Jourdain,presidentduSalond'Automne;M.

Migeon,conservateurdumuseeduLouvre;leconseillerKawai';legeneralKaba;l'amiral

Martinie;M.Masson,conservateurdumuseeduLuxembourg;M.Dufourmantelle,secretaire

generaldel'Alliancefrancaise;MM.FelicienChallaye,Balet,Chauvelot,Maybon,Odin,Marcel

Jordan,SecretairegeneraldelaSocietefranco-japonaise;MM.KuriyamaetKishi;premiers

secretairesdel'ambassadeimperiale;MM.YanaietSong,secretaires,etc.

(釈)

『ェクセルシオル』

外交団

川村画伯の絵画の リュクサンプール美術館への引渡しに際して, 日本大使及び安達夫人は晩餐会を催し

た｡出席者は以下の通 り｡美術局長ポール ･レオン氏,美術大臣代理デザロワ氏,アカデ ミ- ･フラン

セ-ズ会員ベナ-ル氏, フランス学士院会員 レグィ氏およびシャバス氏,代議士 ド･テッサン氏,全権公

使クラゲェリ氏,サロン･ドートンヌ会長ジュルダン氏,ルーヴル美術館学芸員 ミジョン氏,参事官河合

氏,樺将軍,マルティニー将軍, リュクサンブール美術館学芸員マッソン氏,アリアンス･フランセーズ

総主事デュフルマンテル氏, フェリシアン･シャレ氏,バレ氏,ショーヴロ氏,メイボン氏,オディン氏,

日仏協会総主事マルセル ･ジョルダン氏, 日本大使館一等書記官栗山氏および岸氏,書記官柳井氏,曽根

氏など｡

LeJournal(1929.12.31.)(江戸博 川村文書 1002129)

UndonjaponaisaumuseeduJeudePaume

Unecourteceremonies'estderoulee,hier,damslessalonsdirectoriauxdumuseeduLouvre.

EnpresencedeM.Adatci,ambassadeurduJapon;deM.HenriVerne,directeurdesmusees

nationaux,desmembresduconseildesmuseesnationaux,deM.AlbertBesnardetdespresidents

dediversesassociationsfranc01'aponaises,M.SylvainLevi,professeurdesans°ritauCollegede

France,aremisuntableaudupeintrejaponaisKawamura.

C'estaucoursd'undesesvoyagesauJaponqueM.SylvainLevieutl'occasiondefaire
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connaisancedecepeintre,quil'acharged'offrirunedesesoeuvresaumuseeduJeudePaume,

OGsetrouvedejaunecollectiondepeinturesjaponaises.

Kawamuraachoisipourdatedecetteceremonie,alaquelleiln'assistaitpas,sonsoixante-

dix-septiemeanniversaire.AuJapon,Kawamuraestconsiderecommel'artisteinnovateurdes

techniqueseuropeennesqu'ilavaitapprlSeSenFranceunpeuavantlaguerresinolapOnaise.

Letableauqu'ilaoffertauJeudePaumeaetapeintsursoiemaisえl'huile,saufunepartieod

Kawamuraautilisedesapplicationsd'or.Ilrepresenteunensembledecoratifd'armesetd'Objets

rituelstelsquevasessacres,colliersdedanseuses,sabreprimitif,rubansdefetes.Uncoqblan°a

creteecarlatechantedamscedecorsurunfondd'auroredoree.

(訳)

『ル･ジュルナル』

日本絵画をジュ･ド･ポーム美術館へ寄贈

昨日午後,ルーヴル美術館理事会議室において,短時間の儀式が行なわれた｡日本大使安達氏,国立美

術館総理事アンリ･ヴェルヌ氏,国立美術館評議員諸氏,アルベール･ベナ-ル氏,各種日仏協会会長諸

氏列席の中, コレージュ･ド･フランスのサンスクリット学教授シルヴァン･レグィ氏は, 日本人画家川

村の絵画の寄贈を行なった｡

シルヴァン･レヴィ氏が川村画伯と知り合ったのは日本滞在中のことで,すでに日本人画家の作品を何

点か所蔵 しているジュ･ド･ポーム美術館に,画伯の作品のうち1点を寄贈する任を引き受けることに

なった｡

川村氏はこの儀式に出席しなかったが77歳の誕生日をその日に選んだ｡日清戦争より少し前にフラン

スにおいて西洋絵画の技法を学んだ川村は,日本においてはこの技法の革新者として認められている｡

同画伯がジュ･ド･ポームに寄贈した作品は,絹地に油彩で描かれており,一部には金を用いている｡

措かれているのは聖瓶 踊子の首飾り,原始的な剣,祭帯など,武器や儀式用の品々であり,装飾的にま

とめあげられている｡この装飾的構図の中で,緋色の鶏冠のある白い雄鶏が-羽,金色の暁を背景にとき

を告げている｡

LaLiberte'(1929.12.31.)(江戸博 川村文書 1002130)

Unartistejaponaisoffreunedesesoeuvresal'EtatfranGalS

LepeintreJaPOnaisKawamuravientd'avoirungesteelegantqu'onverraitavecplaisirimite

parsesconfreresdecheznousICeuXquiontdutalent,toutaumoins.Ilfaitdond'undeses

tableauxal'Etat,qui,d'ailleurs,S'engage,enrevanche,al'exposerdamssasectionetrangeredu

Luxembourg.Avecunceremonialnonsanssolemnite,encorequetoutintime,M.PaulLion,

directeurgeneraldesbeaux-arts,recoitcetapres一midi,auLouvre,1'artisteetsonoeuvre,en

presencedeS.Exc.M.Adatsi,ambassadeurduJaponaParis.

(訳)

『ラ･リベルテ』

日本人画家,フランス政府に絵画を寄贈

日本人画家である川村氏は, このたび見事な行為を行なった｡願わくばフランスに滞在している他の日

本人画家,少なくとも多少とも才能のある者には,これを見習ってほしいものである｡川村画伯は作品 1
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点をフランス政府に寄贈し, これに対し政府はこの作品をリュクサンブール美術館の外国部に展示するこ

ととした｡本日午後,ルーヴル美術館において,厳格さの中にも親しみを失わない儀式のうちに,パリに

おける日本大使である安達氏の列席のもとに,美術局長ポール ･レオン氏は,同画伯とその作品を受け

とった｡

Excelsior(1929.12.31.)(江戸博 川村文書 1002133)

UNETOILEJAPONAISEOFFERTEALAFRANCEPOURLEMUS丘EDULUXEMBOURG

(《建国》写真)
LETABLEAUDUPEINTREKAWAMURA

M.Adatci,ambassadeurduJaponenFrance,aremishierapres一midialadirectiondes

museesnationauxaumuseeduLouvre,enpresencedeM.PaulLion,untableauoffertparle

peintrejaponaisKawamuraetquiestdestineaprendreplaceaumuseeduLuxembourg.

(訳)

『ェクセルシオル』

フランス政府に日本絵画寄贈さる リュクサンプール美術館に展示

(《建国》写真)

川村の絵画

フランスにおける日本大使である安達氏は,昨日午後,ルーヴル美術館において,ポール･レオン氏の

列席のもとに, 日本人画家である川村により寄贈された絵画 1点を,国立美術局に引き渡した｡この作品

はリュクサンプール美術館に展示される予定である｡

PetitJournal(1929.12.31.)(江戸博 川村文書 1002134)

CEREMONIEFRANCO-JAPONAISEAUMUSEEDULOUVRE

Uneceremonies'estderoulee,a15h.,auMuseeduLouvre,enpresencedeM.Adatci,

ambassadeurduJaponaParis,al'0ccasiondel'admissionauMuseeduLuxembourg,d'untableau

dupeintrejaponaisKawamura.CetableauquiaetarapporteenFranceparM.SylvainLevi,

membredel'Institut,professeurauco11台gedeFrance,aetafaitspecialementpourleLuxembourg,

parM.Kawamura;ilrepresenteuncoqgauloissaluantlesoleillevantduJapon,symboledu

l'amitiefranco-japonaise.M.Kawamura,quiest畠gede80ans,futjadiselevedel'EcoledesBeaux

IArtsdeParis.IIvoyageabeaucoupetc'estenAmeriquequeM.SylvainLevilerencontra.Parmi

lespersonnalitesquiassistaientalaceremonied'hier,citons,outreMM.AdatcietSylvainLevi,

MM.AndreDesarroy,chefdecabinetdeM.Francois-Poncet,sous-secretaired'EtatauBeaux-

Arts;Moulle,representantM.PaulLion,directeurdesBeaux-Arts;lecomtedeCamundo,

membreduconseildesmusees;Keochlin,presidentduconseildesmusees,etVerne,directeurdes

museesnationaux.

(訳)

『プティ･ジュルナル』

ルーヴルにおいて日仏間の儀式

日本人画家川村の絵画 1点のリュクサンプール美術館への受け入れに際し, パリの日本大使安達氏の列
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席のもと, ルーヴル美術館において 15時より式典が行なわれた｡ 学士院会員であり, コレージュ･ド･

フランス教授であるシルヴァン･レグィ氏によりフランスにもたらされたこの絵画は, 川村画伯により,

特別にリュクサンブール美術館のために措かれたものである｡ 措かれているのはガリアの雄鶏がH本を表

す日の出に向かって挨拶 している図であり,日仏友好を象徴している｡80歳になる川村氏はかってパ リの

美術学校の生徒であった｡画伯は多く旅行 し, シルヴァン･レグィ氏が氏に出会ったのはアメリカにおい

てである｡昨日の式典に列席 した主な人々は,安達氏とシルヴァン･レグィ氏, フランソワ-ボンセ内閣

官房長美術局補佐官デザロワ氏,美術局長ポール ･レオン氏代理ムーレ氏,美術館評議員カムンド伯爵,

美術館評議院長ケクラン氏,国立美術館総局長ヴェルヌ氏などであった｡

Comadio(1929.12.31.)(江戸博 川村文書 1002128)

UntableaujaponaisoffertauLuxembourg

LepeintrejaponaisKawamuravientd'OffriraumuseeduLuxembourgunedesesplusbelles

oeuvres.LaremisedecetableauaeulieuhierenpresencedeM.Adatci,ambassadeurduJapon,

deM.Dezarrois,representantM.Francois-Poncet,deM.HenriVerne,directeurdesMusees

nationaux,deM.CharlesMasson,conservateurduLuxembourg,deM.SylvainLevy,professeur

auCollegedeFrance,etdediversesautrespersonnalites.

(写真)

Laremisedutableaud'unpeintrejaponaisauLuxembourg

Onvoitici,degaucheadroite:M.Adatci,ambassadeur;M.Dezarrois,chefdecabinetdeM.
FranGOis-Poncet;M.HenriVerne,directeurdesMuseesNationaux.

(訳)

『コマディオ』

リュクサンプールに日本絵画寄贈される

日本人画家川村は, リュクサンブール美術館にその最も美しい作品の 1点をこのほど寄贈 した｡ この作

品の引渡しは日本大使安達氏, フランソワ-ボンセ氏代理デザロワ氏,国立美術館総理事アンリ･ヴェル

ヌ氏, リュクサンプール美術館学芸員シャルル ･マッソン氏,コレージュ･ド･フランス教授シルヴァ

ン･レヴィ氏,その他さまざまな人々の列席のもとに行なわれた｡

(写真)

日本人画家の絵画の リュクサンブールへの引渡 し

左から右へ 安達大使,フランソワエポンセ内閣官房長デザロワ氏,国立美術館総理事アンリ･ヴェルヌ氏

LeTemps(1930.I.1.)(江戸博 川村文書 1002131)

AumuseeduLouvre

Unemanifestationfranco-JapOnaise

Unereceptiond'uncaracteretoutintimeaeulieu,hierapres一midi,aumuseeduLouvre.Elle

etaitmotiveeparlaremiseal'administrationdesmuseesnationauxd'untableaudupeintre
JapOnaisKawamuraoffertenhommagealaFranceparlepeintre.
L'oeuvreestduplusbeleffet.Executeesursoie,suivantunetechniqueodl'artisteafait

usagealafoisdesanciensprocedesjaponaisetdesprocedeseuropeens,ellerepresente,surun
fonddecielresplendissant,uncoqgauloissaluantdeseschantsjoyeuxlesoleillevant.
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Cettecompositionsymboliqueaetaunanimementadmireeparuneassistancechoisieod

figuraientl'ambassadeurduJapon,M.Adatci,entouredesescollaborateursetdequelques

Japonaiseminents,M.AndreDezarrois,chefducabinetdeM.Francois-Poncet,representantle

sous-secretaired'Etatauxbeaux-arts,ledirecteurgeneraldesbeaux-arts,M.PaulLion,le

directeurdesmuseesnationaux,M.HenriVernes,etlesconservateursduLouvreetdu

Luxembourg.

L'hommagerenduAIaFranceparM.Kawamuraestd'autantplustouchantquel'artisteest

nonagenaire etqu'iloccupe damsl'artjaponais,en qualite de chefd'ecole,une place

preponderante.Illuiaetadictaparlesouvenirenchanteurqu'ilagardedesesanneesdejeunesse

passeesaParisdamsl'atelierdeCabanel,dontilfutl'eleve.Undineroffertlememesoir,a
l'ambassadeduJapon,parM.etMmeAdatci,alaplupartdesassistantsdelareceptiondu
Louvre,etempreintd'unecordialitedelicate,aterminicetteheureusejournee,odlesliensde

l'amitiefrancolapOnaiseont6teresserresd'unefaconsicharmante,etsiemouvantedamssa

simplicite.

(訳)

『ル ･タン』

ルーヴル美術館において

日仏交歓

昨日午後,ル-ゲル美術館において,きわめて親 しみある会合が開かれた｡ この会合は, 日本の画家で

ある川村が, フランスに対する敬意を表 しその作品を国立美術館総局に寄贈したことをきっかけとして,

開かれたものである｡

件の作品はきわめて美麗なもので, 絹地に日本古来の伝統技法とヨーロッパの技法を併用して措かれて

おり,輝 く空を背景に,ガリアの雄鶏が日の出に向かって歓喜の歌を唄い挨拶する画題を表している｡

この象徴的構図は,当日選ばれた参会者全員の感嘆するところとなった｡参会者の中には安達大使,大

使館員の人々,著名な日本の人々,フランソワエポンセ内閣官房長デザロワ氏,美術局補佐官代理,美術

局長ポール ･レオン氏,国立美術館総理事アンリ･ヴェルヌ氏,およびルーヴル美術館とリュクサンプー

ル美術館の学芸員の人々などがいた｡

川村画伯がフランスに対 して表明した敬意は感動的なものであり,90歳を超える同画伯の年齢,そして

同画伯が日本美術の第一人者として主導的地位を占めているという点もまた,心打たれるものである｡画

伯のフランスへの敬意は, かって画伯がその弟子であったカバネルのアトリエにおいて過ごしたパ リでの

青春の日々の魅惑的な思い出により,培われたものであった｡同晩,日本大使館において,安達大使夫妻

の主催により開かれた晩餐会には,ルーヴルでの会合に出席したほとんどの人々が列席し, この細やかな

思いやりに満ちた会が幸多き一日を締めくくったが, その簡素なやり方はたいそう心を打つ魅力的なもの

であり,日仏友好のきずなは,ここによりいっそう強まったのであった｡

AgenceHavas(1930.1.1.)(江戸博 川村文書 1002132)

Manifestationartistique

A l'occasiondelaremised'untableaudupeintreKawamuraaumuseeduLuxembourg.

1'ambassadeurduJaponetMmeAdatciontdonneundinerauquelontprispartinotamment:

M.PaulLion,directeurdesbeaux-arts;M.Dezarrois,representantduministredesbeaux一
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arts;M.Besnard,membredel'Academiefrancaise,MM.LevietChabas,membresdel'Institut,;M.

deTessan,depute,;M.Clavery,ministreplenipotentiaire;M.Jourdain,presidentduSalon

d'automne;M.Koechlin,presidentdesAmisduLouvre,M.Migeon,conservateurduMuseedu

Louvre;leconseillerKawai,legeneralKaba,1'amiralMartinie;M.Masson,conservateurdu

museeduLuxembourg;M.Dufourmantelle,secretairegeneraldel'AlliancefrancalSe;MM.

FelicienChallaye,Balet,Chauvelot,Maybon,Odin;M.MarcelJordan,Secretairegeneraldela

SocietefrancolapOnaise,;MM.KuriyamaetKishi,premierssecretariesdel'ambassadeimperiale;

MM.YanaietSome,secretaires,etc.(Havas)

(訳)

『アジャンス ･-ヴァス』

美術交歓

川村画伯の絵画の リュクサンブール美術館への引渡 しに際して, 日本大使及び安達夫人は晩餐会を催 し

た｡主な出席者は以下の通り｡美術局長ポール ･レオン氏,美術大臣代理デザロワ氏,アカデミー･フラ

ンセ-ズ会員ベナール氏, フランス学士院会員 レヴィ氏およびシャバス氏,代議士 ド･テッサン氏,全権

公使クラゲェリ氏, サロン･ドートンヌ会長ジュルダン氏,ルーヴル美術館友の会会長ケクラン氏,ルー

ヴル美術館学芸員 ミジョン氏,参事官河合氏,樺将軍,マルティニー将軍, リュクサンブール美術館学芸

員マッソン氏,アリアンス･フランセ-ズ総主事デュフルマンテル氏, フェリシアン･シャレ氏,バレ氏,

ショーグロ氏,メイボン氏,オディン氏, 日仏協会総主事マルセル ･ジョルダン氏,日本大使館一等書記

官栗山氏および岸氏,書記官柳井氏,曽根氏など (-ヴァス)｡

LeQuotidien(1930.1.1.)(江戸博 川村文書 1002135)

(《建国》写真)

LetableaudupeintrejaponaisKawamura,quivientd'etreoffertparsonauteuraumuseedu

Luxembourg

(訳)

『ル ･コティディアン』

(《建国》写真)

日本人画家,川村の手になる絵画｡このほどリュクサンブール美術館に画家自身により寄贈された

Figaro(1930.1.2.)(江戸博 川村文書 1002137)

Al'occasiondelaremised'untableaudupeintreKawamuraaumuseeduLuxembourg,S.

Exc..1'ambassadeurduJaponetMmeAdatciontdonneundinerauquelassistaient:

M.PaulLion,directeurdesBeaux-Arts;M.Dezarrois,representantduministredesbeaux-

arts;M.Besnard,membredel'AcademiefranGaise,MM.L6VietChabas,membresdel'Institut,;M.

deTessan,depute,;M.Clavery,ministreplenipotentiaire;M.Jourdain,presidentduSalon

d'Automne;M.Koechlin,presidentdesAmisduLouvre,M.Migeon,conservateurdumuseedu

Louvre;1econseillerKawai,legeneralKaba,1'amiralMartinie,M.Masson,conservateurdumusee

duLuxembourg;M.Dufourmantelle,secretairegeneraldel'Alliancefrancaise;MM.Felicien

Challaye,Balet,Chauvelot,Maybon,Odin;M.MarcelJordan,secretairegeneraldelaSociet6
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franco-japonaise,;MM.KuriyamaetKishi,premierssecretairesdel'ambassadeimperiale;MM.

YanaietSome,secretaires,etc.

(翻訳)

『フィガロ』

川村画伯の絵画のリュクサンブール美術館への引渡しに際して, 日本大使及び安達夫人は晩餐会を催し

た｡出席者は以下の通り｡美術局長ポール ･レオン氏,美術大臣代理デザロワ氏,アカデミー･フラン

セーズ会員ベナール氏,フランス学士院会員レヴィ氏およびシャバス氏,代議士 ド･テッサン氏,全権公

使クラゲェリ氏,サロン･ド-トンヌ会長ジュルダン氏,ルーヴル美術館友の会会長ケクラン氏,ルーヴ

ル美術館学芸員 ミジョン氏,参事官河合氏,樺将軍,マルティニー将軍, リユクサンブール美術館学芸員

マッソン氏,アリアンス･フランセ-ズ総主事デュフルマンテル氏,シャレ氏,バレ氏,ショーヴロ氏,

メイボン氏,オディン氏,日仏協会総主事マルセル･ジョルダン氏, 日本大使館一等書記官栗山氏および

岸氏,書記官柳井氏,曽根氏など｡

新聞 (新聞名不明)(江戸博 川村文書 1002136)

UntableaujaponaisauLouvre

(写真)

M.Adatci,ambassadeurduJapon,aremisaM.Verne,aumuseeduLouvre,1'oeuvred'un
artistejaponais.Asadroite,M.SylvainLevi,professeurauCollegedeFrance.

(翻訳)

ルーヴルに日本の絵画

(写真)

日本大使安達氏は,ルーヴル美術館において,ヴェルヌ氏に,日本人画家の絵画 1点を寄贈した｡大使

の右にいるのはコレージュ･ド･フランス教授シルヴァン･レグィ氏

[補遺 1] 江戸東京博物館所蔵の川村文書について

川村家には清雄に関する下絵や資料類が数多く所蔵されていたが, これらは近年,清雄のご子息であった

故川村清衡氏から,江戸東京博物館に寄贈され,その後整理されて資料番号を付されている｡本文の註に

おいて (江戸博 川村文書 1002137)のようにあるものは,この資料番号をさす｡

[補遺2] 註と附録資料に翻刻した英文 ･仏文資料の翻訳については, 当時の外務省や木村駿書氏による

試訳が資料についているものもあり,それらを参考にしつつ新訳を試みた｡また,新聞記事の内容はおお

むね正確であるが, 中には若干の誤解もみられる｡ たとえば,寄贈当時の清雄の年齢は78歳,清雄とレ

グィが始めて出会ったのは米国ではなく日本においてであり,寄贈先はジュ･ド･ポ-ム美術館ではなく,

リュクサンブール美術館である｡旧かな･旧漢字は,適宜現代のものに改めた｡

本稿執筆にあたり,江戸東京博物館の市川寛明氏,およびギメ美術館のエレーヌ･バイユー氏には,作

品 ･資料調査その他で多大なご援助を頂きました｡また,調査研究にあたり,稲盛財団の助成を賜りまし

た｡掲載図版の使用に関しては,ギメ美術館,江戸東京博物館,泉屋博古館分館,静岡県立美術館のご厚

意を賜りました｡付記 して厚く感謝申し上げます｡
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[付記]本稿脱稿後,2003年 3月24日の ｢文化相渉活動の諸相｣研究会,および5月12日の ｢日

仏文化交渉の研究｣研究会 (いずれも於 :京都大学人文科学研究所)における本論の口頭発表後

に,研究会メンバーから寄せられたさまざまな質問 ･意見は,どれも卓見と示唆に満ちており,

さらなる調査 ･考察を進めてそれらを本論に取り入れたいと願っているが,今の時点では今後の

課題とし,今回の原稿を改めて書き直すことはしなかった｡なかでも,清雄における中国の問題,

そして,本論の題名は ｢フランスへ渡った日本｣というよりは,フランスにおいて培われた日本

美術のイメージを措いたという点で ｢フランスから来た日本｣ではないか,との山室信一氏のコ

メントには,目から鱗の落ちる思いであった｡｢日本｣はあくまでも ｢異国｣という鏡を通して

しか生まれ得ない｡その鏡は現実の鏡と同様にゆがんだり,汚れていたり,ひびが入っていたり
するが,結局は鏡を見ること以外に自分自身の姿を想像する方法はない｡｢日本｣は,中国,

ヨーロッノIO,アメリカといったさまざまな鏡と向き合いながら,みずからのイメージを創造/

想像してきた｡清雄に関しても, これまでの研究においては ｢日本回帰｣｢日本再発見｣という

ことが言われてきたが,私自身は,芸術家としての清雄の中の ｢日本｣は,ふたたびそこに戻っ

てきた場所でもふたたび発見されたものでもなく,極論すればそもそもヨーロッパに行くまでは

存在しなかったもの,渡欧体験によって,｢西洋｣ という双子の兄弟と同時に初めて生まれたも

のであったと考えている｡その意味で 《建国》はまさに ｢フランスから来た日本｣にはかならな

い｡大きな知的刺激を与えて下さった2つの研究会メンバーの皆様には,心より感謝申し上げま

す｡
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